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ジャン・ボダンの国家及び主権理論と「ユース・ゲンティウム」観念（二・完）

ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
理
論
と

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
観
念
（
二
・
完
）

︱
︱
国
際
法
学
に
お
け
る
「
主
権
国
家
」
観
念
成
立
史
研
究
序
説
︱
︱

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
と
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
際

関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置
付
け

　

第
一
節　

国
家
理
論

　
　

㈠　
「
国
家
」
の
定
義

　
　

㈡　

国
家
の
構
成
単
位
と
し
て
の
「
家
」

　
　

㈢　

国
家
像

　

第
二
節　

主
権
理
論
：「
主
権
」
の
定
義
と
主
権
者
の
属
性

　
　

㈠　
「
主
権
」
の
定
義
と
「
絶
対
性
」

　
　

㈡　

主
権
者
の
属
性

　

第
三
節　
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
国
際
関
係
」・「
国
際
法
」
の
位
置

付
け
（
以
上
、
八
五
巻
十
一
号
）

第
二
章　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性
と
「
国

際
法
的
規
範
」

　

第
一
節　

主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約
と
主
権
の
絶
対
性

　
　

㈠　

主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約

　
　

㈡　

主
権
の
絶
対
性
と
の
矛
盾
解
消
の
論
理

　

第
二
節　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性

　

第
三
節　
「
国
際
法
的
規
範
」

　
　

㈠　
「
国
際
法
的
規
範
」
へ
の
言
及

　
　

㈡　
「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
議
論
の
特
色

　
　

㈢　
「
国
際
法
的
規
範
」
の
評
価

第
三
章　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

: le droit 
des gens

）
観
念
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第
二
章　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性
と
「
国
際
法
的
規
範
」

第
一
節　

主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約
と
主
権
の
絶
対
性

　
㈠
　
主
権
（
者
）
に
対
す
る
制
約

　

本
節
で
は
、
先
ず
、
絶
対
性
を
有
す
る
と
さ
れ
る
主
権
に
対
す
る
制
約
に
つ
い
て
（
そ
の
有
無
を
含
め
て
）、
ボ
ダ
ン
が
ど
の
よ
う

な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
主
権
が
な
に
も
の
に
も
制
約
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
絶
対

的
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
際
法
に
よ
る
主
権
の
制
約
（
規
律
）
は
構
想
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な

作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
記
述
に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
、
主
権
に
対
す
る
制
約
で
は
な
く
、
主

権
者
に
対
す
る
制
約
を
論
じ
て
い
る
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。）

　

ボ
ダ
ン
は
神
を
「
世
界
の
全
君
主
の
絶
対
的
支
配
者
（seigneur absolu

）」）
（（
（

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
絶
対
的
に
主
権
的
で

あ
る
」（absoluem

ent souverain

）
者
と
は
「
神
を
除
い
て
、
自
ら
よ
り
も
偉
大
な
者
を
認
め
な
い
者
」
で
あ
り
、
ま
た
、「
主
権

的
君
主
は
神
に
の
み
責
任
を
負
う
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
同
様
に
、
主
権
的
君
主
は
「
自
ら
が
そ
れ
に
従
属
す
る
神
の
法
（la 

loy de D
ieu

）
か
ら
免
除
さ
れ
得
な
い
」）

（（（
（

と
も
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
権
者
で
あ
っ
て
も
神
（
の
法
）
に
よ
る
制
約
を
受
け
る

の
で
あ
る
。

　

第
一
節　

ボ
ダ
ン
の
法
観
念

　
　

㈠　
「
法
」
の
定
義
と
分
類

　
　

㈡　

法
の
階
層
性
の
認
識
と
主
権
者
の
立
法
権

　

第
二
節　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念

　
　

㈠　
『
分
類
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

　
　

㈡　
『
方
法
』
及
び
『
国
家
論
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
へ
の
言
及

　
　

㈢　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
評
価
：
多
面
性
と

予
定
調
和

結
論
（
以
上
、
本
号
）
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『
国
家
論
』
に
お
い
て
主
権
者
に
対
す
る
制
約
と
し
て
登
場
す
る
も
の
は
神
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
王
政
（M

onarchie 

Royale
）
に
関
す
る
論
述
の
中
で
、
君
主
は
自
然
法
（les loix de nature

）
に
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
指
摘
さ
れ
て
お
り）（（（
（

、

自
然
法
が
主
権
者
に
対
す
る
制
約
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
主
権
的
君
主
が
自
ら
作
成
し
た
法
律
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
さ

れ
つ
つ
も
、「
神
法
及
び
自
然
法
（les loix divines et naturelles

）
に
は
、
地
上
の
全
て
の
君
主
が
従
う
」）

（（（
（

と
さ
れ
、
あ
る
い
は

「
君
主
及
び
主
権
的
領
主
（seigneuries souveraines

）
の
絶
対
的
権
力
は
、
神
の
法
と
自
然
の
法
（les loix de D

ieu et de 

nature

）
に
は
決
し
て
及
ば
な
い
」）

（（（
（

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
権
的
君
主
で
あ
っ
て
も
神
法
及
び
自
然
法
に
従
属
す
る
と
の
思
考
が
繰

り
返
し
示
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。（
ボ
ダ
ン
は
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
神
法
と
自
然
法
に
同
時
に
言
及
し
て
い
る
）
（（（
（

。）
こ
れ
ら
か
ら
、
神
（
の
法
）

に
加
え
て
、
自
然
法
も
主
権
者
に
対
す
る
制
約
で
あ
る
と
ボ
ダ
ン
は
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
挙
げ
ら
れ
た
主
権
者
に
対
す
る
制
約
は
非
実
定
的
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
定
的
規
範
が
制
約
と
な
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
「
地
上
の
全
て
の
君
主
は
神
の
法
、
自
然
の
法
及
び
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
に
（aux loix de D

ieu, et de nature, 
et à plusieurs loix hum

aines com
m

unes à tous peuples

）
従
う
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
法
（loix

）
に

従
属
し
な
い
者
が
絶
対
的
権
力
（puissance absolue

）
を
有
す
る
と
我
々
が
述
べ
る
場
合
に
は
、
世
界
に
は
主
権
的
君
主
は
見
出
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。」）

（（（
（

　

こ
の
一
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
が
神
法
及
び
自
然
法
と
並
ん
で
主
権
者
に
対
す
る

制
約
と
な
る）（（（
（

の
で
あ
る
。（
但
し
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
で
あ
る
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）

　

更
に
、
ボ
ダ
ン
は
「
王
国
の
状
態
及
び
王
国
の
創
立
に
関
係
し
」「
サ
リ
カ
法
典
（la loy Salique

）
の
如
く
、
君
主
が
そ
れ
か
ら
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逸
脱
で
き
な
い
」）

（（（
（

法
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。（
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
が
考
え
る
「
国
内
法
」
は
、
主
権
の
絶
対
性
ゆ
え
に
君
主
が
拘
束
さ
れ

な
い
法
と
君
主
を
も
拘
束
す
る
法
と
い
う
二
つ
に
区
分
可
能
で
あ
る
。）
こ
れ
は
、
サ
リ
カ
法
典
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
王
位
継
承
に
関
わ
る

規
則
が
含
ま
れ
て
お
り
、
或
る
（
在
位
中
の
）
国
王
は
自
ら
が
そ
れ
に
則
っ
て
王
位
を
継
承
し
た
規
則
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
ボ
ダ
ン
の
思
考
が
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る）（（（
（

。

　

尚
、
先
述
の
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
と
い
う
箇
所
は
、
ラ
テ
ン
語
版
で
は
「
自
然
法
及
び
神
の
法
に
よ
り

分
与
さ
れ
た
諸
々
の
理
性
を
有
す
る
、
全
て
の
人
民
に
共
通
の
法
」）

（（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
理
性
」
も
主
権
者
に
対
す

る
制
約
と
な
る
も
の
と
も
解
さ
れ
得
る）（（（
（

。（
但
し
、「
理
性
」
の
重
視
は
ラ
テ
ン
語
版
に
の
み
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
（（（
）（
（（（
（

。）

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
が
主
権
を
「
一
国
の
絶
対
且
つ
永
遠
の
権
能
」
と
い
う
と
き
の
「
絶
対
性
」
と
は
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た

非
実
定
的
法
規
範
と
実
定
法
規
範
に
服
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
の
「
絶
対
性
」
な
の
で
あ
る）（（（
（

。（
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
論
理
を
見
る

な
ら
ば
、「
絶
対
的
に
主
権
的
で
あ
る
者
」
は
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
旨
を
先
に
引
用
し
た
一
文
は
示
し
て
い
る
。）
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
前
章
（
第
二
節
㈠
）
で
確
認
さ
れ
た
主
権
の
絶
対
性
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
㈡
　
主
権
の
絶
対
性
と
の
矛
盾
解
消
の
論
理

　

ボ
ダ
ン
は
、
一
方
に
お
い
て
主
権
の
絶
対
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
主
権
を
制
約
す
る
要
素
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

は
明
ら
か
な
矛
盾
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
財
産
権
の
問
題

を
例
に
採
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
論
理
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

前
章
（
第
二
節
㈠
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
主
権
者
は
臣
民
の
「
財
産
・
人
格
・
全
て
の
身
分
を
任
意
に
処
分
」
し
得
る
の
で

あ
る
か
ら
、
臣
民
の
財
産
権
を
保
障
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ボ
ダ
ン
は
「
他
者
の
財
産
を
盗
む
権
能
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（puissance

）
を
主
権
的
君
主
が
有
す
る
と
述
べ
る
こ
と
」
は
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
神
の
似
姿

（im
age

）
で
あ
る
主
権
的
君
主
が
、
神
が
定
め
た
自
然
の
法
（loix de nature

）
の
限
界
を
越
え
る
権
能
（puissance

）
を
有
さ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
売
買
、
交
換
あ
る
い
は
合
法
的
な
没
収
（confiscation legitim

e

）
と
い
っ
た
正
当
且
つ
合
理
的
な
（just et 

raisonnable
）
理
由
な
く
、
他
者
の
財
産
を
奪
い
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
即
ち
、「
財
産
権
の
保
障
」
を
自
然
法

の
具
体
的
規
範
と
し
て
主
権
者
に
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
で
あ
る
と
さ
れ
る
主
権
の
裁
量
が
及
ぶ
範
囲
の
外
に
財
産
権

を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
、
主
権
の
絶
対
性
と
主
権
を
制
約
す
る
要
素
の
並
存
か
ら
生
ず
る
矛
盾
を
、
実
質

的
に
主
権
者
を
制
約
す
る
方
向
で
の
解
釈
に
よ
っ
て
解
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
論
理
は
主
権
的
君
主
に
よ
る
契
約
に
つ
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
主
権
の
絶
対
性
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
主
権
者
が

行
っ
た
契
約
は
常
に
当
該
主
権
者
に
よ
り
変
更
・
撤
回
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ダ
ン
は
、「
主
権
的
君
主

は
、
自
ら
の
臣
民
と
の
間
で
あ
ろ
う
と
、
外
国
人
と
の
間
で
あ
ろ
う
と
、
自
ら
が
作
成
し
た
契
約
（contracts

）
に
拘
束
さ
れ
る
」

と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
彼
は
臣
民
の
相
互
の
協
約
（conventions

）
と
義
務
（obligations

）
に
関
し
て
臣
民
に
と
っ
て
の
保
証

人
な
の
で
あ
る
か
ら
」、
そ
し
て
彼
は
「
正
義
の
義
務
を
負
う
者
（debteur

）」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る）（（（
（

。
ま
た
、
同
様
の
結
論
は
、

「
法
的
に
は
、
協
約
（convention

）
が
自
然
法
、
乃
至
は
全
て
の
人
民
に
共
通
の
法
に
基
づ
く
（de droit naturel, ou de droit 

com
m

un à tous peuples

）
の
で
あ
れ
ば
、
義
務
と
行
為
は
同
一
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
」）

（（（
（

と
い
う
理
由
か
ら
も
導
出
可
能
と
さ
れ

る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

し
か
も
、
主
権
者
に
課
さ
れ
る
「
契
約
遵
守
義
務
」
は
、
臣
民
一
般
に
課
さ
れ
る
以
上
の
厳
格
さ
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
ボ
ダ
ン
は
、「
君
主
が
自
ら
の
約
束
（prom

esse

）
に
背
く
」
場
合
に
つ
い
て
、
約
束
を
守
る
こ
と
に
は
二
重
の
義
務
が
存

在
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
義
務
と
は
、「
一
つ
は
、
協
約
（conventions

）
と
約
束
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
自
然
的
衡
平
（lʼequité naturelle

）」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
「
君
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
君
主
の
信
義
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（foy

）」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ボ
ダ
ン
は
「
君
主
に
と
っ
て
信
義
に
背
く
こ
と
よ
り
も
嫌
悪
す
べ
き
罪
は
な
い
」

と
ま
で
断
言
す
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
主
権
者
に
「
財
産
権
」
を
承
認
さ
せ
、「
契
約
遵
守
義
務
」、
そ
れ
も
、
臣
民
一
般
が
負
う
よ
り
も
厳
格
な
義
務

を
課
す
と
い
う
ボ
ダ
ン
の
判
断
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
彼
の
認
識
で
あ
る
。

　
「
君
主
の
権
力
は
常
に
正
義
に
従
っ
て
（au pied de justice

）
計
測
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
誠
実
（honneste

）

に
合
致
し
な
い
い
か
な
る
こ
と
も
君
主
は
行
い
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
に
お
け
る
矛
盾
で
あ
る
。」）

（（（
（

　

つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
の
絶
対
性
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
正
義
や
誠
実
（
ボ
ダ
ン
は
「
誠
実
」
を
「
名
誉
」
と
関
連
付
け
て
い
る
）
（（（
（

。）

と
い
っ
た
主
権
者
が
備
え
る
べ
き
資
質
と
の
間
に
矛
盾
が
発
生
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
後
者
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
者
に
対
す
る
外
在
的
拘
束
よ
り
も
、
内
在
的
（
乃
至
は
、
内
心
の
）
拘
束
を
重
視
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
は
、
主
権
の
絶
対
性
を
主
張
し
つ
つ
も
、
神
（
の
法
）・
自
然
法
・
正
義
等
々
の
規
範
や
観
念
を
媒
介
さ

せ
、
更
に
は
主
権
者
の
内
在
的
（
乃
至
は
、
内
心
の
）
拘
束
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
主
権
の
絶
対
性
を
制
約
し
て

し
ま
う
。
仮
に
、
同
様
の
論
理
が
主
権
者
間
の
関
係
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
が
存
在

す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ボ
ダ
ン
が
主
権
者
間
の
関
係
に
適
用
さ
れ
る
規
範
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

見
解
を
有
し
て
い
た
の
か
を
次
節
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節　

主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
の
存
在
可
能
性
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前
節
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
に
お
い
て
、
主
権
そ
れ
自
体
は
「
絶
対
性
」
を
帯
び
た
観
念
と
さ
れ

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
君
主
（
主
権
者
）
は
神
法
・
自
然
法
・「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」・
理
性
に
服
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
主
権
者
を
拘
束
す
る
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
主
権
者
が
自
己
の
臣
下
以
外
の
者
（
特
に
、
他
の
主
権
者
）
と
何
ら
か

の
関
係
を
持
つ
際
に
も
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
主
権
国
家
間
の
関
係
を
規
律
す
る
近
代
国

際
法
に
類
似
し
た
何
ら
か
の
法
規
範
が
そ
こ
に
は
存
在
し
得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
法
規
範
の
存
在
に
つ
い
て

は
、『
方
法
』
に
お
け
る
次
の
一
節
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

　
「
全
て
の
王
国
・
帝
国
・
僭
主
国
家
・
国
家
は
、
ま
さ
に
理
性
の
命
令
と
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
よ
り
結
び
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
界
は
あ
た
か
も
或
る
程
度
［
一
つ
の
］
国
で
あ
り
、
全
て
の
人
間
は
同
一
の
法
に
よ
り
或
る
程
度
一
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
自
ら
が
血
縁
者
で
あ
り
、
同
一
の
理
性
の
保
護
の
下
に
全
員
が
服
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
性
の
支
配
権
は
何
者
を
も
強
制
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
全
て
の
民
族
か
ら
な
る
一
つ
の

国
家
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
実
際
に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
諸
君
主
は
、
支
配
領
域
の
外
で
正
当
で
あ
る
と
取
り
決
め
ら
れ
、
ま
た

は
宣
告
さ
れ
た
事
柄
を
実
行
す
る
た
め
に
、
相
互
の
武
力
に
よ
り
、
あ
る
い
は
同
盟
に
よ
り
、
あ
る
い
は
相
互
の
好
意
に
よ
り
、
活
動
し
て

い
る
。」）

（（（
（

　

こ
の
一
節
で
は
、「
理
性
の
命
令
と
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
を
紐
帯
と
し
て
、
諸
国
家
が
結
び
付
い
て
い
る
（
し
か

し
、
世
界
は
一
つ
の
国
と
は
な
ら
な
い
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（gentium

 com
m

une jus

））
（（（
（

が
具
体
的
に
何
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ボ
ダ
ン
は
君
主
（
主
権
者
）
間
に
も
何
ら
か
の
「
法
」
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
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勿
論
、
こ
の
こ
と
は
ボ
ダ
ン
が
「
国
際
法
」
と
称
し
得
る
よ
う
な
規
範
の
存
在
に
つ
い
て
積
極
的
に
論
証
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
飽
く
ま
で
も
彼
の
論
理
の
中
に
そ
の
よ
う
な
規
範
の
存
在
可
能
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

ボ
ダ
ン
の
論
述
の
中
に
は
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
具
体
的
規
範
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
注

目
す
る
な
ら
ば
、
恰
も
彼
が
国
際
法
上
の
諸
規
範
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。（
実
際
に
、
本
稿
の
序
論
に

挙
げ
ら
れ
た
文
献
で
、
ボ
ダ
ン
と
近
代
国
際
法
の
関
連
性
を
強
調
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
の
諸
規
範
に
着
目
し
て
い
る
。）
そ
こ
で
、
次
に
、

そ
の
よ
う
な
「
国
際
法
的
規
範
」
へ
の
言
及
箇
所
と
思
わ
れ
る
も
の
の
若
干
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
節　
「
国
際
法
的
規
範
」

　
㈠
　「
国
際
法
的
規
範
」
へ
の
言
及

　

ボ
ダ
ン
が
展
開
し
た
「
主
権
的
君
主
」
に
関
す
る
議
論
の
中
で
近
代
国
際
法
上
の
諸
規
範
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
決
し

て
少
な
く
な
い
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
「
国
家
平
等
原
則
」
と
「
条
約
法
」
に
関
わ
る
も
の
を
採
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る）（（（
（

。

　

先
ず
、「
国
家
平
等
原
則
」
に
関
し
て
は
、「
小
さ
な
［
王
国
の
］
国
王
も
ま
た
、
地
上
の
最
大
の
君
主
と
同
様
に
主
権
者
で
あ

る
」）

（（（
（

と
い
う
一
文
に
同
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
主
権
者
と
し
て
の
平
等
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
そ
し
て
、

こ
れ
に
関
連
し
得
る
事
柄
と
し
て
、
当
時
依
然
と
し
て
理
念
的
に
は
上
位
者
と
し
て
の
地
位
を
主
張
し
て
い
た
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
や

ロ
ー
マ
教
皇
に
も
他
の
主
権
者
と
同
様
に
自
然
法
（la loy naturelle

）
が
平
等
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
も
指

摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う）（（（
（

。

　

ま
た
、「
国
家
平
等
原
則
」
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
も
考
え
ら
れ
る
「
不
干
渉
原
則
」
に
関
わ
る
問
題
も
扱
わ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
さ

れ
得
る
。
即
ち
、
ボ
ダ
ン
は
、
僭
主
（tyran

））
（（（
（

に
関
す
る
問
題
を
論
ず
る
中
で
、「
或
る
僭
主
の
残
酷
さ
に
よ
り
不
正
に
抑
圧
さ
れ

た
人
民
の
恨
み
を
晴
ら
す
た
め
に
武
器
を
執
る
こ
と
は
、
君
主
に
と
っ
て
極
め
て
麗
し
く
偉
大
な
こ
と
で
あ
る
」）

（（（
（

と
し
て
い
る
が
、
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こ
れ
は
、
主
権
者
間
の
「
不
干
渉
」
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
僭
主
の
場
合
に
は
例
外
的
に
「
人
道
的
干
渉
」
を
認
め
る
旨
の
議
論
で

あ
る
と
も
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

以
上
の
、「
国
家
平
等
原
則
」
に
関
わ
る
議
論
に
比
し
て
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
条
約
法
」
の
諸
規
則
に
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、「
条
約
遵
守
義
務
」
で
あ
る
。
即
ち
、（
前
々
節
㈡
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
）「
主
権
的
君
主
は
、
自
ら
の
臣
民
と
の
間
で
あ

ろ
う
と
、
外
国
人
と
の
間
で
あ
ろ
う
と
、
自
ら
が
作
成
し
た
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
」）

（（（
（

と
し
て
、
契
約
遵
守
義
務
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
主
権
者
間
の
契
約
に
も
妥
当
す
る
な
ら
ば
、「
条
約
遵
守
義
務
」
と
同
義
で
あ
る
と
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

第
二
に
、
そ
し
て
「
条
約
遵
守
義
務
」
に
関
連
し
て
、「
条
約
の
拘
束
力
の
淵
源
」
に
関
す
る
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ダ

ン
は
同
盟
の
「
信
義
」
に
関
す
る
叙
述
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
信
義
（foy

）
は
正
義
の
唯
一
の
基
礎
及
び
支
柱
（fondem

ent et appuy

）
で
あ
っ
て
、
そ
の
正
義
の
上
に
全
て
の
国
家
・
同
盟
・
人

間
社
会
が
設
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
不
正
で
は
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
君
主
間
で
は
、
信
義
は
神
聖
且
つ
不
可
侵
で

あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」）

（（（
（

　

こ
の
一
文
が
法
的
義
務
の
問
題
と
関
連
付
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

「
全
て
の
国
家
・
同
盟
・
人
間
社
会
」
が
信
義
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
、
更
に
、
契
約
や
条
約
の
遵
守
義
務
の
根
底
に
も
信
義
が

存
在
し
て
い
る
と
ボ
ダ
ン
が
思
考
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。（
尚
、
こ
の
引
用
文
中
で
は
「
信
義
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
箇
所
で
は
信
義
を
表
明
す
る
行
為
で
あ
る
「
誓
約
」（serm

ent

）
や 

「
約
束
」（prom

esse

）
も
信
義
と
互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

と
解
さ
れ
る
）
（（（
（

。）
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
思
考
は
（
前
々
節
㈡
で
確
認
さ
れ
た
）
主
権
者
に
対
す
る
内
在
的
（
乃
至
は
、
内
心
の
）
拘
束
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を
重
視
す
る
と
い
う
ボ
ダ
ン
の
態
度
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

第
三
に
、
条
約
締
結
権
の
所
在
ま
た
は
条
約
締
結
権
に
対
す
る
制
約
に
関
す
る
規
則
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ボ
ダ
ン
は
、
一
五
二
六
年

二
月
一
四
日
の
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
（le traicté de M

adrid

）
に
言
及
し
つ
つ
、
同
条
約
に
つ
い
て
「
諸
身
分
の
明
示
的
同
意
が
な

か
っ
た
」
こ
と
が
「
条
約
を
廃
棄
す
る
（rom

pre

）
理
由
と
し
て
十
分
で
あ
っ
た
」）

（（（
（

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
、
領
域
割

譲
に
関
す
る
権
限
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
身
分
制
議
会
（
三
部
会
）（États généraux

）
に
よ
る
制
限
に
服
す
る
も
の
と
み
な
し
、
議
会

の
同
意
な
く
国
王
が
締
結
し
た
領
土
割
譲
条
約
を
有
効
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
こ
れ
は
条
約
締
結

権
限
の
制
約
に
関
わ
る
議
論
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

第
四
に
、「
条
約
の
承
継
」
に
類
似
し
た
問
題
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
或
る
国
王
が
条
約
を
締
結
し
た
後
に
死
亡
し
た
場

合
に
、
王
位
継
承
者
は
当
該
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
王
の
交
代
と
条
約
の
承

継
の
関
係
と
い
う
問
題
に
関
す
る
ボ
ダ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
は
次
の
一
文
に
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
君
主
の
法
律
・
布
告
・
開
封
勅
許
状
（lettres patentes

）・
特
権
・
譲
許
（ottrois

）
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
特
に
、
特
権
に
つ
い

て
認
識
し
て
い
る
［
後
継
の
］
君
主
の
明
示
的
同
意
ま
た
は
少
な
く
と
も
黙
認
（souffrance

）
に
よ
り
認
証
さ
れ
な
い
限
り
、
当
該
君
主

の
生
存
中
に
の
み
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
極
め
て
確
実
で
あ
る
。」）

（（（
（

　

こ
の
一
文
で
は
主
権
者
間
の
行
為
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
ダ
ン
は
「
三
つ
の
正
統
的
国
家
の
比
較
」
を
行
う
『
国

家
論
』
第
六
篇
第
四
章
に
お
い
て
、「
前
任
者
［
即
ち
、
前
国
王
］
と
共
に
な
さ
れ
た
同
盟
及
び
条
約
は
、
彼
と
共
に
終
了
す
る
」）

（（（
（

と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
或
る
君
主
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
条
約
は
当
該
君
主
の
後
継
者
を
拘
束
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
信
義
や

誓
約
を
重
視
す
る
ボ
ダ
ン
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
条
約
遵
守
義
務
が
信
義
や
誓
約
に
基
づ
く
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も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、（
信
義
を
示
す
行
為
と
し
て
の
）
誓
約
を
行
っ
た
君
主
の
み
が
当
該
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
当
該

君
主
の
王
位
継
承
者
は
新
た
な
誓
約
を
行
わ
な
い
限
り
拘
束
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。（
但
し
、
こ
の
条
約
の
承

継
を
巡
る
論
理
は
、（
前
章
第
二
節
㈠
で
確
認
さ
れ
た
）
ボ
ダ
ン
の
主
権
観
念
に
お
け
る
主
権
の
「
絶
対
性
」
と
「
永
遠
性
」
の
並
存
と
い
う

点
と
の
間
で
矛
盾
を
発
生
さ
せ
得
る
。
即
ち
、
主
権
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
権
者
の
行
為
が
永
続
的
効
力
を
有
す
る
筈
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
こ
の
条
約
の
承
継
を
巡
る
論
理
は
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）

　

さ
て
、
次
に
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
は
、
以
上
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
「
国
際
法
的
規
範
」
の
そ
の
総
体
に
お

け
る
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
進
む
前
に
、「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
議
論
の
展
開
か
ら
看
取
可
能
な
ボ
ダ
ン
の
立
論
上

の
特
色
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
㈡
　「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
議
論
の
特
色

　

先
ず
、「
王
位
の
継
承
」
と
「
条
約
の
承
継
」
の
関
係
を
例
に
採
り
、
ボ
ダ
ン
の
論
理
展
開
方
法
の
特
色
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
は
先
任
の
君
主
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
条
約
が
後
任
の
君
主
を
拘
束
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
権

者
が
有
す
る
主
権
の
絶
対
性
か
ら
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
。（
そ
れ
と
共
に
、
こ
の
よ
う
な
「
条
約
の
非
承
継
」
の
論
理
が
反
映
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
当
時
の
実
行
も
存
在
し
て
い
る
）
（（（
（

。）
と
こ
ろ
が
、
ボ
ダ
ン
は
、
多
様
な
状
況
を
考
慮
し
、
条
約
の
効
力
が
条
約
の
締
結
当

事
者
で
あ
っ
た
君
主
の
死
と
共
に
終
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
（
し
た
が
っ
て
、
当
該
君
主
の
死
後
も
当
該
条
約
は
有
効
な
ま
ま
存
続

す
る
こ
と
）
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
主
権
的
君
主
が
主
権
者
の
資
格
に
お
い
て
、
国
家
（lʼestat

）
に
関
す
る
及
び
そ
の
利
益

と
な
る
事
柄
に
つ
い
て
締
約
し
た
場
合
」、
や
「
諸
身
分
（estats

）、
主
要
な
都
市
や
共
同
体
、
ま
た
は
議
会
も
し
く
は
君
主
及
び

上
級
領
主
の
同
意
に
基
づ
い
て
条
約
が
作
成
さ
れ
た
場
合
」）

（（（
（

に
は
、
君
主
の
交
代
に
も
拘
ら
ず
、
当
該
条
約
は
有
効
な
ま
ま
存
続
す
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る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
条
約
の
承
継
を
巡
る
問
題
は
条
約
の
有
効
期
間
を
巡
る
問
題
と
し
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
王
政
の
場
合
に
は
、
或

る
条
約
を
締
結
し
た
国
王
の
死
亡
と
と
も
に
当
該
条
約
の
効
力
は
消
滅
す
る
の
に
対
し
て
、「
領
主
団
（Seigneuries

）
及
び
民
衆

政
共
同
体
（com

m
unautés populaires

）
と
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
君
主
は
、
同
盟
の
期
間
を
当
該
君
主
の
死
後
に
ま
で
拡
張
す

る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
」）

（（（
（

と
ボ
ダ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
領
主
団
」、
即
ち
、
貴
族
集
団
に
よ
り
統
治
さ
れ

る
貴
族
政
国
家
と
民
衆
政
国
家
に
お
い
て
は
、
貴
族
や
民
衆
の
全
体
が
死
滅
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
に
よ
り
締
結
さ
れ

た
条
約
に
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
無
期
限
の
効
力
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
ま
た
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
か

ら
は
、
政
体
に
よ
っ
て
条
約
の
効
力
や
承
継
に
つ
い
て
異
な
る
規
則
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る）

（（（
（

。
実
際
に
、
ボ
ダ
ン
は
、
一
五
○
五

年
に
締
結
さ
れ
た
ベ
ル
ン
と
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
ス
イ
ス
二
カ
ン
ト
ン 

（
ボ
ダ
ン
は
こ
れ
ら
を
「
国
家
」（R

épubliques

）
と
呼
ん
で
い
る
。）
間

の
同
盟
条
約
の
第
二
条
が
、
そ
の
同
盟
関
係
が
永
遠
で
あ
る
旨
を
規
定
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
）
（（（
（

。）

　

以
上
に
加
え
て
、
既
述
の
一
五
二
六
年
の
マ
ド
リ
ー
ド
条
約
の
事
例
で
は
、「
諸
身
分
の
明
示
的
同
意
が
な
か
っ
た
」
こ
と
を
理

由
と
し
て
国
王
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
条
約
が
廃
棄
さ
れ
る
旨
も
ボ
ダ
ン
は
論
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
ボ
ダ
ン
の
論
理
展
開
の
特
色
を
示
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
即
ち
、
彼
は
自
ら
の
論
理
の
前
提
と
な

る
「
主
権
」
の
定
義
か
ら
出
発
し
、
そ
の
定
義
か
ら
の
論
理
的
帰
結
と
合
致
す
る
「
実
行
」
を
記
述
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
合

致
し
な
い
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
何
ら
か
の
論
理
を
用
い
て
彼
の
理
論
の
中
に
包
摂
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
彼
の
理
論
が
常
に
「
現
実
」
と
の
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
意
識
の
下
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
際

に
援
用
さ
れ
る
の
が
、「
信
義
」
や
「
誓
約
」
と
い
う
理
由
付
け
で
あ
る
。）
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
㈢
　「
国
際
法
的
規
範
」
の
評
価
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さ
て
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た
ボ
ダ
ン
の
記
述
中
に
現
れ
る
「
国
際
法
的
規
範
」
は
、
近
代
国
際
法
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、「
国
家
平
等
原
則
」
に
関
し
て
は
、「
主
権
者
間
の
平
等
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
は
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ボ
ダ
ン
に
お
い
て
は
「
国
家
」
と
「
主
権
者
」
の
観
念
的
分
離
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。（
こ
の
点
は
、
前
章
第
二
節
㈡
で
確

認
さ
れ
た
「
主
権
」
と
「
主
権
者
」
の
混
同
と
も
関
連
す
る
。）
ま
た
、
こ
の
平
等
な
関
係
が
、
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
か
、
道

徳
的
命
令
で
あ
る
の
か
、
実
定
法
上
の
関
係
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る）（（（
（

。
し
か
し
、
封
建
的
階
層
秩
序
の
構
成
員
を
も
含
む
多
様

な
活
動
主
体
が
存
在
し
た
当
時
の
欧
州
の
「
国
際
的
」
政
治
状
況
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
事
実
と
し
て
主
権
者
間
の
平
等
が
存
在
し

て
い
る
と
、
ボ
ダ
ン
が
信
じ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
理
念
的
に
優
越
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た

ロ
ー
マ
教
皇
及
び
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
存
在
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
実
定
法
上
の
平
等
関
係
が
主
権
者
間
に
存
在
し
て
い
る
と
す

る
の
が
ボ
ダ
ン
の
意
図
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る）（（（
（

。
ボ
ダ
ン
が
論
じ
て
い
る
「
主
権
者
間
の
平
等
」
と
は
道
徳
的
命

令
（
あ
る
い
は
願
望
）
や
政
治
的
主
張
で
あ
っ
た
と
解
す
る
方
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か）（（（
（

。
そ
れ
で
も
、
現
実
に
存
在
す

る
国
王
や
君
主
間
の
「
力
」
の
差
を
無
視
し
、
何
れ
の
国
王
・
君
主
も
主
権
者
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
、
近
代
国
際

法
上
の
「
国
家
平
等
原
則
」
の
そ
の
後
の
形
成
過
程
に
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
評
価
さ
れ
得
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

ま
た
、「
条
約
法
」
に
関
連
す
る
記
述
に
関
し
て
は
、（「
国
家
平
等
原
則
」
の
場
合
と
同
様
に
）
ボ
ダ
ン
が
事
実
を
叙
述
し
た
の
か
、

道
徳
的
義
務
を
論
じ
た
の
か
、
法
的
義
務
を
記
述
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
彼
が
明
示
的
に
こ
れ
ら
を
国

際
法
上
の
規
則
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
「
条
約
法
」
を
巡
る
「
国
際
法
的
規
範
」
に
関
す
る

叙
述
は
、
身
分
制
議
会
に
よ
る
国
王
の
条
約
締
結
権
限
の
制
約
や
君
主
の
交
代
に
よ
る
条
約
の
失
効
と
い
っ
た
当
時
の
実
行
を
記
述

し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
事
実
の
叙
述
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ダ
ン
の
「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
叙
述
は
、
当
時
の
実
定
法
を
叙
述
・
解
釈
・
適
用
す
る
、
あ
る
い
は



14

法学研究 85 巻 12 号（2012：12）

立
法
論
を
展
開
す
る
と
い
う
意
味
で
の
法
的
議
論
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
で
も
、
近
代
国
際
法
理
論
確
立
期
の
理
論
家
た
ち

の
も
と
で
「
慣
習
」
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（
あ
る
い
は
「
国
際
法
」）
の
「
法
源
」
と
し
て
重
視
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
ボ
ダ
ン
が
記
述
し
た
「
事
実
」
は
「
慣
習
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
法
的
な
議
論
で
は
全

く
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
「
国
家
平
等
原
則
」
を
巡
る
ボ
ダ
ン
の
記
述
が
「
事
実
」

（
そ
し
て
、「
慣
習
」）
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
で
、「
条
約
法
」
を
巡
る
記
述
と
の
間
で
そ
の
性
質
上
の
相
異
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る）（（（
（

。（「
国
家
平
等
原
則
」
を
巡
る
ボ
ダ
ン
の
記
述
は
、
む
し
ろ
立
法
論
と
し
て
こ
そ
理
解
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。）　

　

結
局
、「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
ボ
ダ
ン
の
記
述
は
、
近
代
国
際
法
理
論
と
関
連
さ
せ
て
論
ず
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
内

容
（
し
か
も
、
そ
れ
は
「
事
実
」
の
記
述
と
「
規
範
」
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
記
述
の
両
者
を
含
む
も
の
で
あ
る
。）
を

包
摂
し
て
い
る
。
ボ
ダ
ン
が
「
国
際
法
」
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
体
系
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
本
稿
の
「
序
論
」
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
国
際
法
文
献
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
「
国
際
法
的
規
範
」
を
巡
る
記
述
内
容
が
作
用
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
国
際
法
的
規
範
」
に
関
す
る
叙
述
や
、
そ
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
、「
国
際
法
」
そ
れ
自
体
の
定
義
や
そ
の
内
容
の
体
系

的
説
明
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
ボ
ダ
ン
の
「
国
際
法
」
観
念
を
描
き
出
す
こ
と
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
確
認
の
た
め
に
、
次
章
に
お
い
て
、『
国
家
論
』
の
中
か
ら

ボ
ダ
ン
の
「
国
際
法
」
の
観
念
を
（
断
片
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
）
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
考

察
対
象
と
さ
れ
る
の
が
、
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
先
ず
、「
法
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
ボ

ダ
ン
が
ど
の
よ
う
な
観
念
を
有
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
定
義
及
び
分
類
、
そ
し
て
、
彼
の
法
認
識
の
特
色
と
思
わ
れ
る
事
柄
と

い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
彼
の
著
作
の
中
で
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ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
か
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
考
察
や
検
討
を
通
じ
て
、
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
に
つ
い
て
の
評
価
が
試
み
ら
れ
る
。

第
三
章　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

: le droit des gens

）
観
念

第
一
節　

ボ
ダ
ン
の
法
観
念

　
㈠
　「
法
」
の
定
義
と
分
類

　
『
国
家
論
』
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
は
「
法
」
そ
れ
自
体
の
定
義
に
該
当
す
る
部
分
を
含
む
次
の
よ
う
な
言
及
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
法
と
法
律
と
の
間
に
は
か
な
り
の
差
異
が
存
在
す
る
。
法
は
衡
平
（equité

）
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
法
律
は
命
令

（com
m

andem
ent

）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
律
は
自
ら
の
権
力
（puissance

）
を
行
使
す
る
主
権
者
の
命
令
に
ほ
か
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。」）

（（（
（

　

ボ
ダ
ン
は
こ
の
よ
う
に
、「
法
」（droit

）
と
「
法
律
」（loi
）
と
を
区
別
し
、
ま
た
各
々
の
核
心
部
分
を
「
衡
平
」
と
「
命
令
」

と
し
て
い
る
。（
そ
し
て
、
こ
の
引
用
箇
所
と
は
全
く
異
な
る
文
脈
に
お
い
て
、「
法
律
」
と
「
衡
平
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
。「
法
律
の
厳
格
さ
（rigueur

）
に
対
し
て
、
衡
平
は
寛
容
さ
（douceur
）
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。」）

（（（
（

）
ま
た
、
こ
の
法
律
が
命
令
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
単
に
地
上
の
君
主
た
ち
の
命
令
の
み
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ボ
ダ
ン
は
頻
繁
に
「
神
法
」
や

「
自
然
法
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
の
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
神
の
法
律
」（la loy de D

ieu

））
（（（
（

、「
神
の
法
律

及
び
自
然
の
法
律
」（la loy de D

ieu, et de nature

））
（（（
（

や
そ
れ
ら
に
類
す
る
表
現）（（（
（

で
あ
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、
神
や
自
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然
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
規
範
は
「
法
律
」（loi

）
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
は
神
や
自
然
の
「
命
令
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で

あ
る）（（（
（

。

　

さ
て
、
法
観
念
や
法
と
法
律
の
区
別
に
つ
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
法
学
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
『
分
類
』
に
お
い
て
も
提
示
し
て
い
る
。

即
ち
、「
法
」（jus

）
と
は
「
人
間
に
分
与
さ
れ
た
神
の
善
及
び
賢
慮
の
光
で
あ
り
、
そ
れ
ら
［
の
人
間
］
に
よ
り
人
間
社
会
の
利

益
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
、
ま
た
、「
法
律
」（lex

）
と
は
「
最
高
支
配
権
の
命
令
ま
た
は
裁
可
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、［
そ
れ
は
］
即
ち
、
禁
止
す
る
こ
と
、
許
可
す
る
こ
と
、
命
令
す
る
こ
と
で
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。（
こ
こ
で

は
、
先
に
挙
げ
た
『
国
家
論
』
に
お
け
る
定
義
と
同
様
に
、
法
律
の
命
令
と
し
て
の
性
格
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。）

　
『
分
類
』
に
お
い
て
「
法
」
及
び
「
法
律
」
に
こ
の
よ
う
な
定
義
を
与
え
た
上
で
、
ボ
ダ
ン
は
法
の
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
先
ず
、

法
は
「
自
然
法
」（jus naturale
）
と
「
人
定
法
」（jus hum

anum

）
に
区
分
さ
れ
る）（（（
（

。
自
然
法
に
つ
い
て
は
「
そ
の
種
の
始
源
か

ら
各
人
に
植
え
込
ま
れ
た
故
に
［
自
然
］
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し
て
常
に
衡
平
で
正
し
い
」）

（（（
（

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
定
法
と
は
、「
人
間
に
よ
り
自
然
に
合
致
し
て
［
人
間
の
］
利
益
と
な
る
よ
う
に
定
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
て

い
る
。

　

次
に
、
ボ
ダ
ン
は
人
定
法
の
分
類
を
行
う
。
先
ず
、「
人
定
法
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
市
民
法
（jus Civile

）
に
分
け
ら

れ
る
。」）

（（（
（

『
分
類
』
に
お
い
て
は
、
こ
こ
か
ら
、
ボ
ダ
ン
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
説
明
に
移
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は

こ
こ
で
ボ
ダ
ン
が
同
書
に
お
い
て
市
民
法
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
そ
の
こ
と
が
、
何
故
に
ボ
ダ
ン
が
市
民
法
の
説
明
に
先
行
し
て
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。（
ま
た
、『
分
類
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
説
明
に
つ
い
て
は
次
節
㈠
で
紹
介
す
る

こ
と
と
す
る
。）

　

ボ
ダ
ン
は
先
に
触
れ
ら
れ
た
「
法
律
」
の
説
明
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
市
民
法
の
学
術
に
従
う
こ
と
を
願
う
者
は
よ
り
少
な
い
誤
り
を
犯
す
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
市
民
法
は
一
つ
の
国
家

に
固
有
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
学
術
と
は
、
個
々
の
［
国
家
の
］
も
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
我
々
は
、
市
民
法
の
分
類
を
恰
も
一
つ
の
［
分
か
ち
難
い
］
総
体
と
す
る
こ
と
を
放
棄
し
つ
つ
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
ま
た
は
ユ
ー
ス
・
コ
ム
ー
ネ
を
我
々
が
探
究
す
る
事
柄
に
対
し
て
適
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。」）

（（（
（

　

更
に
、『
分
類
』
の
別
の
箇
所
に
お
い
て
は
、「
市
民
法
と
は
、
一
国
家
の
ま
た
は
他
国
家
の
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
学
術
に
適
合

し
な
い
」）

（（（
（

と
ま
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
分
類
』
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
は
、
法
学
を
「
学
術
」（ars

）
の
問
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
そ
の
普
遍
的
妥
当
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
民
法
（
国
内
法
）
を
学
術
の
対
象
か
ら
除
く
と
い
う
態
度
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
ま
た
は
ユ
ー
ス
・
コ
ム
ー
ネ

（jus com
m

une

：
共
通
法
）
が
考
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
但
し
、『
分
類
』
に
お
け
る
ボ
ダ
ン
の
考
察
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
み

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。）
の
で
あ
る
が
、
そ
の
底
流
に
は
、「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
も
の
」
と
い
う
表
題
の
下
に
示
さ
れ
た
、
ボ
ダ

ン
の
次
の
よ
う
な
信
念
が
存
在
し
て
い
る
。
即
ち
、「
全
て
の
人
民
ま
た
は
確
か
に
［
全
て
の
］
人
民
の
大
部
分
は
、
公
法
、
私
法
、

君
主
の
法
律
、
行
政
官
の
布
告
、
主
権
に
属
す
る
諸
法
、
慣
習
及
び
若
干
の
制
度
を
有
し
て
お
り
、
法
律
や
慣
習
自
体
が
存
在
し
な

い
場
合
に
は
衡
平
を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
こ
れ
ら
諸
人
民
に
共
通
し
て
い
る
法
を
考
究
す
る

こ
と
を
意
図
し
、
そ
の
よ
う
な
共
通
部
分
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と
ユ
ー
ス
・
コ
ム
ー
ネ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　
㈡
　
法
の
階
層
性
の
認
識
と
主
権
者
の
立
法
権

　

ボ
ダ
ン
の
「
法
」
に
関
す
る
認
識
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
得
る
事
柄
は
、
法
の
階
層
性
で
あ
る
。
彼
は
、
主
権
者
に
対
す
る
神
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の
法
と
自
然
法
の
制
約
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
諸
個
人
の
契
約
及
び
遺
言
は
行
政
官
（m

agistrats

）
の
命
令
（ordonnances

）
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
（deroger

）
は
で
き
ず
、
行

政
官
の
布
告
（edicts

）
は
慣
習
か
ら
、
ま
た
慣
習
は
主
権
的
君
主
の
一
般
法
（loix generales

）
か
ら
逸
脱
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
主
権

的
君
主
の
一
般
法
は
神
の
法
と
自
然
の
法
（les loix de D

ieu et de nature

）
を
変
更
す
る
こ
と
（alterer

）
も
改
変
す
る
こ
と

（changer
）
も
で
き
な
い
。」）

（（（
（

　

こ
こ
で
は
、
神
の
法
と
自
然
の
法
・
主
権
的
君
主
の
法
・
慣
習
・
行
政
官）（（（
（

の
命
令
・
契
約
及
び
遺
言
と
い
う
順
で
の
規
範
の
優
劣

関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
法
の
一
般
理
論
の
近
代
的
主
題
に
関
す
る
著
者
た
ち
と
同
様
に
、
ボ
ダ
ン
は
明
ら
か
に
法
規
範
の
階
層

性
（hierarchy

）
を
意
識
し
て
い
る
」）

（（（
（

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
法
規
範
の
階
層
性
が
認
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
規
範
間
で
抵
触
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、「
上
位
法
が
下
位
法
を
破
る
」
と

い
う
原
則
に
従
っ
て
、
適
用
規
範
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
ボ
ダ
ン
は
規
範
間
の
抵
触
の
場
合
に
つ
い
て
も

若
干
の
言
及
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
主
権
の
「
絶
対
性
」
と
そ
の
制
約
と
い
う
問
題
に
対
す
る
ボ
ダ
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
に
関

わ
る
議
論
に
お
い
て
現
れ
る
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

既
に
（
前
章
第
一
節
㈠
に
お
い
て
）
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
に
お
い
て
、
神
法
及
び
自
然
法
等
の
若
干
の
種

類
の
法
と
理
性
と
に
よ
っ
て
主
権
の
絶
対
性
は
制
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
主
権
者
が
自
ら
の
「
第
一
の
属
性
」
と
さ
れ
る
立

法
権
を
行
使
す
る
場
合
に
、
立
法
さ
れ
た
内
容
と
そ
れ
ら
の
制
約
要
因
と
が
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
当
該
法
律
は
当
然
に
無
効
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
主
権
者
の
意
思
が
貫
徹
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
明
確
な
解
答
を
提
示
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る）（（（
（

。
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彼
が
明
示
的
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
主
権
者
に
よ
る
法
律
と
神
法
や
自
然
法
と
の
抵
触
で
は
な
く
、
当
該
法
律
が
神
法
及
び
自
然
法

に
合
致
す
る
場
合
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
、「
君
主
が
死
罪
を
も
っ
て
殺
人
を
禁

ず
る
場
合
に
、
彼
は
自
ら
の
法
に
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
そ
の
法
が
彼
自
身
の
法
で
は
な
く
、
神
の
法
及
び
自
然
の
法
（la loy de D

ieu, et de nature

）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
君
主
は
彼
の
臣

民
よ
り
も
厳
格
に
義
務
付
け
ら
れ
る
、
と
私
は
述
べ
る
。」）

（（（
（

　

つ
ま
り
、
殺
人
の
禁
止
は
神
法
及
び
自
然
法
に
よ
っ
て
も
命
令
さ
れ
て
お
り
、
君
主
は
自
ら
が
制
定
す
る
法
律
で
は
な
く
、
神
法

及
び
自
然
法
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
（
し
か
も
、
そ
の
適
用
は
臣
民
に
対
す
る
よ
り
も
君
主
に
対
す
る
方
が
よ
り
厳
格
な
も
の
と
な
る
）
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
は
、
主
権
者
に
よ
る
立
法
と
は
無
関
係
に
主
権
者
を
拘
束
し
、
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
常
に
主
権
者
に
よ
る
立
法
に
優
位
す
る
の
で
あ
る
。

　

類
似
の
論
理
は
、「
自
然
法
に
基
づ
き
（de droit naturel

）
許
容
さ
れ
た
事
柄
を
行
わ
な
い
旨
を
君
主
が
約
束
し
、
彼
が
自
ら
の

誓
約
（serm

ent

）
か
ら
逸
脱
し
た
場
合
に
、
彼
は
誓
約
に
背
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」）

（（（
（

と
い
う
主
張
か
ら
も
看
取
可
能
で
あ
る
。

即
ち
、
自
然
法
上
許
容
さ
れ
た
事
柄
を
行
わ
な
い
と
す
る
不
作
為
の
約
束
（
法
律
や
条
約
）
は
撤
回
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
は
、
神
法
や
自
然
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
禁
止
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
に
よ
り
許
容
さ
れ
た

こ
と
を
行
わ
な
い
と
約
束
す
る
と
い
う
、
神
法
や
自
然
法
と
主
権
者
の
行
為
（
法
律
や
条
約
）
が
積
極
的
に
抵
触
す
る
こ
と
の
な
い

場
合
の
み
を
論
じ
て
い
る
。（
そ
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
神
法
と
主
権
者
が
定
立
す
る
法
規
範
が
合
致
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
が

明
示
さ
れ
て
い
る
）
（（（
（

。）
法
の
階
層
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
迂
遠
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
理
由
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
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「
神
の
似
姿
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
主
権
的
君
主
が
神
法
や
自
然
法
に
抵
触
す
る
立
法
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
よ
う
な

議
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
回
避
し
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

尚
、
本
節
の
最
後
に
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ボ
ダ
ン
の
法
の
階
層
性
に
関
わ
る
と
思
わ
れ

る
論
述
の
中
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
登
場
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の

観
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
の
考
察
が
次
節
の
主
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
節　

ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念

　
㈠
　『
分
類
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

　
『
分
類
』）

（（（
（

に
お
い
て
、
ボ
ダ
ン
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
次
の
よ
う
な
定
義
を
与
え
て
い
る
。
即
ち
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
と
は
、
全
て
の
人
民
ま
た
は
全
て
の
人
民
の
大
部
分
が
全
体
的
同
意
に
よ
り
承
認
し
た
も
の
」）

（（（
（

で
あ
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
は
二
種
類
が
存
在
し
、「
そ
の
二
つ
の
種
類
と
は
、
先
行
的
な
も
の
（A

ntecedens

）
と
随
伴
的
な
も
の

（Consequens

）
で
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
種
に
つ
い
て
、
各
々
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

先
ず
、「
先
行
的
な
も
の
」
は
「
公
的
な
も
の
」（publicum

）
と
「
私
的
な
も
の
」（privatum

）
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。「
公
的

な
も
の
」
と
は
、「
公
の
利
益
に
従
う
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
種
類
は
聖
物
を
維
持
す
る
こ
と
、
法
律
を
与
え
る
こ
と
、
行
政
官
を
任

命
す
る
こ
と
、
国
家
の
議
会
を
所
掌
す
る
こ
と
、
戦
争
を
宣
言
及
び
終
了
す
る
こ
と
、
賞
罰
を
与
え
る
こ
と
、
法
律
の
実
施
を
遂
行

す
る
こ
と
」
で
あ
る）（（（
（

。
ま
た
、「
私
的
な
も
の
」
と
は
、「
公
か
ら
は
分
離
さ
れ
た
理
由
を
有
す
る
事
柄
」
で
あ
っ
て
、「
そ
れ
は
ま

た
都
市
、
組
合
、
並
び
に
家
、
即
ち
男
性
と
そ
の
配
偶
者
、
両
親
、
自
由
人
、
主
人
及
び
奴
隷
、
単
身
者
に
関
わ
る
」
も
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
随
伴
的
な
法
と
は
、
裁
可
と
言
わ
れ
る
か
、
裁
可
を
伴
わ
な
い
法
と
言
わ
れ
る
」
も
の
で
あ
る）（（（
（

。「
裁
可
と
は
、

君
主
の
ま
た
は
国
家
内
の
最
高
権
力
の
命
令
で
あ
っ
て
、
法
律
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
［
裁
可
］
に
は
、
何
か
を
命
令
し
、
拒
絶
し
ま
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た
は
許
可
す
る
一
般
的
な
も
の
か
、
法
律
に
従
っ
た
恩
恵
と
法
律
に
反
す
る
特
権
に
区
分
さ
れ
る
個
別
的
な
も
の
が
あ
る
。」）

（（（
（

「
裁
可

を
伴
わ
な
い
法
も
同
様
に
二
つ
、
即
ち
、
衡
平
と
慣
習
、
が
存
在
す
る
。」）

（（（
（

そ
し
て
、
衡
平
に
つ
い
て
は
、「
例
え
ば
、
君
主
が
法
律

を
訂
正
し
、
行
政
官
が
、
法
律
を
解
釈
す
る
際
に
、
法
律
を
補
充
ま
た
は
調
整
す
る
よ
う
に
、
任
意
に
定
立
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ

た
法
で
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
、
慣
習
に
つ
い
て
は
、「
慣
行
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
法
」
で
あ
っ
て
、「
そ
れ
に
は
、
大
部
分
の
諸
国
家
が
同

意
し
た
普
遍
的
な
も
の
と
、
一
つ
の
都
市
、
団
体
ま
た
は
家
の
も
の
で
あ
る
個
別
的
な
も
の
が
あ
る
」）

（（（
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
ボ
ダ
ン
の
説
明
か
ら
理
解
さ
れ
る
の
は
、「
先
行
的
な
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
は
、
国
家
の
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
法
で
あ
り
、「
随
伴
的
な
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
は
そ
れ
以
外
の
個
別
の
規
範
（
慣
習
や
衡
平
を
含
む
。）
で
あ
る
。
ま

た
、
前
者
に
「
私
的
な
も
の
」
を
含
む
こ
と
は
一
見
奇
異
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
と
（
第
一
章
第
一
節
㈡
で
確
認
さ
れ
た
）「
家
」

を
国
家
の
基
本
的
構
成
単
位
と
し
て
重
視
す
る
ボ
ダ
ン
の
国
家
観
念
と
は
整
合
性
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
分
類
』
に
お
い
て
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
観
念
は
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、『
方
法
』
と
『
国
家

論
』
に
お
い
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
登
場
し
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

こ
れ
ら
二
著
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及
箇
所
を
挙
げ
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
㈡
　『
方
法
』
及
び
『
国
家
論
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及

　
『
方
法
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及
の
一
例
は
、（
前
章
第
二
節
で
挙
げ
ら
れ
た
）「
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
」（gentium

 com
m

une jus

）
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
ボ
ダ
ン
が
君
主

（
主
権
者
）
間
に
も
何
ら
か
の
「
法
」
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
具
体
的
な
内
容
を
伴
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
即
ち
、「
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
よ
れ
ば
、
家
父
は
、
自
ら
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
物
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
奴
隷
（servus

）
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
物
、



22

法学研究 85 巻 12 号（2012：12）

並
び
に
奴
隷
の
物
の
所
有
者
で
あ
る
」）

（（（
（

 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
を
主
権
者
間
の
関
係
を

規
律
す
る
規
範
と
し
て
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
私
人
の
問
題
を
規
律
す
る
（
先
述
の
『
分
類
』
に
お
け
る
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」

の
分
類
に
従
え
ば
、「
私
的
な
も
の
」
を
規
律
す
る
「
先
行
的
な
」
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
該
当
す
る
。）
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
『
方
法
』
に
お
い
て
、
主
権
者
が
関
わ
る
か
た
ち
で
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
君
主
は
国

家
の
中
で
全
て
の
物
及
び
法
律
の
主
人
で
あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
に
も
、
ま
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
も
反
し
な

い
」）

（（（
（

と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
ま
た
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
一
国
内
に
お
け
る
君
主
の
地
位
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

尚
、『
方
法
』
に
は
、「
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
と
類
似
す
る
文
言
が
登
場
す
る
。
即
ち
、「
全
て
の
諸
国
民
に
共
通

な
法
律
」（lex om

nium
 gentium

 com
m

unis

））
（（（
（

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
関
し
て
実
際
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
近
親
婚
の
禁

止
に
つ
い
て
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
国
家
（
主
権
者
）
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、「
各
国
に
共

通
の
国
内
法
」
あ
る
い
は
「
普
遍
的
人
類
社
会
に
共
通
の
法
」
と
い
う
よ
う
な
観
念
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　
『
方
法
』
で
は
別
の
箇
所
で
も
「
全
て
の
諸
国
民
に
共
通
な
法
律
」
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、「
住
居
」（dom

us

）

か
ら
複
数
の
「
家
」（fam

ilia

）、「
村
」（vicus

）、「
都
市
」（urbs

）、「
国
家
」（civitas

）、「
民
族
」（natio

）
を
経
て
、「
全
人
類
ま

で
」（quoad om

ne genus hum
anum

） 

に
至
る
人
間
の
結
合
が
説
明
さ
れ
る
箇
所
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
結
合
に

お
け
る
「
全
て
の
諸
国
民
に
共
通
な
法
律
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
の
一
文
を
解
釈
す
る
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、「
国

家
」
や
「
民
族
」
を
経
て
（
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
国
家
」
や
「
民
族
」
を
単
位
と
し
て
）
全
人
類
が
結
合
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
全
人
類
の
結
合
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
諸
国
家
や
諸

民
族
間
の
関
係
を
調
整
し
、
統
合
す
る
法
規
範
の
存
在
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
普
遍
人
類
社
会

に
共
通
の
法
」
と
い
う
観
念
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、『
方
法
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
文
言
は
多
様
な
意
味
を
有
す
る
が
、

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
自
体
は
主
権
者
（
国
家
）
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
規
範
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、『
国
家
論
』
で
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、「
賢
明
な
君
主
は
、
自
然
法
ま
た
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
基
づ
き
（de droit naturel, ou du droit de gents

）
不

法
な
（illicite
）
こ
と
に
関
し
て
、
他
の
君
主
に
誓
約
（serm
ent

）
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
」）

（（（
（

と
い
う
一
文
が
挙
げ
ら
れ
る）（（（
（

。
こ
の

一
文
に
つ
い
て
は
、
自
然
法
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
並
置
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
前
節
㈡
に
お
い
て

確
認
さ
れ
た
）
ボ
ダ
ン
の
法
の
階
層
性
の
認
識
と
、
そ
の
階
層
性
の
中
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
と
を

関
連
付
け
て
こ
の
点
が
考
察
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
然
法
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
君
主
に
対
し
て
同
等
の
拘
束
力
を
有
す
る
こ

と
（
但
し
、
両
者
が
同
等
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。）
が
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
場
合
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
（
法
の
階
層
性
の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
）「
主
権
的
君
主
の
一
般
法
」
に
優
位
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
王
位
継
承
の
際
の
条
約
の
承
継
を
巡
る
議
論
の
中
で
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。「
全
て
の
君
主
は

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（le droit des gents

）
を
遵
守
す
る
よ
う
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
［
即
ち
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］

に
協
約
（conventions

）
と
遺
言
も
依
拠
し
て
い
る
。」）

（（（
（

こ
こ
で
は
、
君
主
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
法
の
階
層
性
の
問
題
と
関
連
付
け
る
な
ら
ば
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
（
そ
れ
が
君

主
を
拘
束
す
る
こ
と
か
ら
）「
主
権
的
君
主
の
一
般
法
」
に
優
位
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ボ
ダ
ン
の
記
述

は
錯
綜
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
一
文
を
巡
る
法
の
階
層
性
の
認
識
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
項
（
本
節

㈢
）
で
更
に
敷
衍
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（droit des gents

）
が
、
通
商
（com

m
erce

）
や
交
通
（traffi

que

）
の
権
利
と
い
っ
た
具
体
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的
な
権
利
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
登
場
す
る
場
合
が
あ
る）（（（
（

。
同
様
に
具
体
的
な
規
範
内
容
を
伴
う
も
の
と
し
て
、
バ
ル
ド
ゥ

ス
（Balde

）
が
「
男
系
の
王
位
継
承
と
い
う
慣
習
は
『
ガ
リ
ア
人
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
』（IU

S G
E

N
T

IU
M

 

G
A

LLO
R

U
M

）」
と
し
た
と
い
う
言
及
が
挙
げ
ら
れ
得
る）（（（
（

。

　

以
上
の
他
に
も
、
古
代
の
事
例
の
引
用
の
中
で
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
エ
ジ

プ
ト
国
王
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
一
世
（Ptolom

ee prem
ier

）
が
長
子
で
は
な
く
次
子
を
継
承
者
と
し
て
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（le droit des gents

）
に
反
す
る
」
と
い
う
評
価
が
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
（Iustin

）
に
よ
り
下
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
同
様
に
、
古
代
に
お
け
る
王
位
の
長
子
継
承
に
つ
い
て
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（le droit des 

gents

）
上
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
更
に
は
、
古
代
ア
テ
ネ
の
事
例
の
引
用
の
中
で
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（droit 

des gents

）
が
使
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
も
あ
る）（（（
（

。 

　

ま
た
、『
国
家
論
』
に
お
い
て
も
、『
方
法
』
に
お
け
る
と
同
様
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
類
似
す
る
文
言
が
登
場
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、（
前
章
第
一
節
㈠
で
触
れ
ら
れ
た
）「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」（plusieurs loix hum

aines 

com
m

unes à tous peuples

））
（（（
（

で
あ
る
。（
前
節
㈠
及
び
本
節
㈠
で
示
さ
れ
た
）『
分
類
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
位
置

付
け
と
定
義
に
従
う
な
ら
ば
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
、
人
定
法
で
あ
り
、「
全
て
の
人
民
ま
た
は
全
て
の
人
民
の
大
部
分
が

全
体
的
同
意
に
よ
り
承
認
し
た
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン

テ
ィ
ウ
ム
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
規
則
）
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に

関
連
し
て
、『
国
家
論
』
ラ
テ
ン
語
版
で
仏
語
版
の
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
に
対
応
す
る
部
分
が
「
自
然
法
及
び
神
の

法
に
よ
り
分
与
さ
れ
た
諸
々
の
理
性
を
有
す
る
、
全
て
の
人
民
に
共
通
の
法
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「（
理
性
を
有
す
る
）
全
て
の
人

民
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
た 

「
人
定
法
」
と
し
て
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
『
国
家
論
』
仏
羅
両
版
と
『
分
類
』
に
お

け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
定
義
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。）
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最
後
に
、
こ
の
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
の
具
体
的
な
内
容
に
関
わ
り
得
る
問
題
と
し
て
、「
サ
リ
カ
法
典
」）

（（（
（

に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
同
法
典
に
つ
い
て
は
既
に
（
前
章
第
一
節
㈠
に
お
い
て
）「
サ
リ
カ
法
典
（la loy Salique

）
の
如
く
、

君
主
が
そ
れ
か
ら
逸
脱
で
き
な
い
」）

（（（
（

も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
同
法
典
が
王
位
継
承

法
と
し
て
一
王
国
内
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
君
主
（
王
家
）
間
の
関
係
も
規
律
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
実
際

に
、
ボ
ダ
ン
は
、「
サ
リ
カ
法
典
を
使
用
す
る
サ
ヴ
ォ
ア
家
（la m

aison de Savoye

）」）
（（（
（

に
言
及
し
、
あ
る
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
お
け
る
王
位
継
承
問
題
を
論
ず
る
中
で
サ
リ
カ
法
典
を
援
用
し
て
い
る）（（（
（

。
更
に
、
王
政
（M

onarchie

）
の
分
割
継
承
が
サ
リ
カ

法
典
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
な
い
旨
も
論
じ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
同
法
典
が
フ
ラ
ン
ス
以
外
で
も
適
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
ボ
ダ
ン
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
王
位
継
承
法
の
よ
う
な
諸
国
家
間
（
よ
り
正
確
に
は
、
諸
王

家
間
）
に
共
通
の
規
範
を
彼
が
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」（
あ
る
い
は
「
共
通
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」）
と

し
て
想
定
し
て
い
た
可
能
性
が
存
在
す
る
。
仮
に
こ
の
推
論
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
実
定
法
の

存
在
を
も
ボ
ダ
ン
の
理
論
は
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
㈢
　
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
評
価
：
多
面
性
と
予
定
調
和

　

以
上
に
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ボ
ダ
ン
が
抱
懐
し
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
分
類
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
、
実
定
法
で
あ
り
、（
現
在
の
法
学
で
考
え
ら
れ
る
）
公
私
両
法
の
法

律
関
係
を
規
律
す
る
「
全
て
の
人
民
ま
た
は
全
て
の
人
民
の
大
部
分
」
に
共
通
の
規
範
で
あ
る
と
纏
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
中
で
主
権
者
の
「
対
外
的
」
側
面
に
関
わ
り
得
る
も
の
は
、「
先
行
的
な
も
の
」
で
あ
り
「
公
的
な
も
の
」
に
含
ま
れ

る
「
戦
争
を
宣
言
及
び
終
了
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
方
法
』
と
『
国
家
論
』
に
お
い
て
は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム

は
君
主
の
み
な
ら
ず
私
人
を
も
規
律
対
象
と
す
る
諸
国
民
に
共
通
の
法
規
範
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
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ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
主
権
者
（
あ
る
い
は
国
家
）
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
を
も
含
む
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
明
示
的
記
述
は
見
出
さ
れ
な
い
。
彼
が
論
じ
て
い
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
、
公
私
両
法
に
わ
た
る
法
律
関
係
を
規

律
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
多
面
的
な
実
定
法
規
範
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
多
面
性
の
程
度
は
、「
法
主
体
」

に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
更
に
増
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

　

先
ず
、『
分
類
』
に
お
い
て
、「
先
行
的
な
も
の
」
で
あ
り
「
私
的
な
も
の
」
で
あ
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
中
で
多
様
な
主

体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ボ
ダ
ン
は
、「
国
際
法
的
規
範
」
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ

る
「
同
盟
」
に
関
し
て
論
ず
る
中
で
、「
臣
民
が
そ
れ
ら
の
者
［
臣
民
］
同
士
で
、
及
び
他
の
君
主
と
個
別
の
同
盟
条
約
を
、［
自
ら

の
］
君
主
の
同
意
な
く
、
締
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
は
、
疑
わ
れ
得
る
」）

（（（
（

と
し
て
お
り
、
同
盟
条
約
締
結
主
体
が
君
主
以
外
で

あ
る
場
合
も
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
は
「
君
主
の
同
意
」
を
条
件
と
し
て
は
い
る
。

し
か
し
、（
第
一
章
第
一
節
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
彼
が
描
く
国
家
像
が
封
建
的
諸
身
分
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
諸
身
分
が
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
規
律
対
象
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
方
が
、
そ
う
で
は
な

い
と
す
る
よ
り
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
体
の
多
様
性
に
よ
り
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
多

面
性
は
、
更
に
増
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
多
面
性
と
並
ん
で
ボ
ダ
ン
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
の
特
質
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
が
、

（
前
節
㈡
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
）
法
の
階
層
性
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
関
係
で
あ
る
。
特
に
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
と

（
絶
対
性
を
付
与
さ
れ
た
主
権
の
享
有
者
で
あ
る
）
主
権
者
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
の
関
係
は
、
こ
の
法
の
階
層
性
の
中
で
ど
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
関
わ
る
の
が
、（
前
項
（
本
節
㈡
）
で
触
れ
ら
れ
た
）
王
位
継
承
の
際
の
条
約
承
継
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
ボ
ダ
ン
は
最
終
的
に
王
位
継
承
の
方
式
（
法
律
に
よ
る
か
、
遺
言
に
よ
る
か
、
選
挙
に
よ
る
か
、
抽
籤
に
よ
る
か
）
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に
よ
る
区
別
が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
全
て
の
君
主
は
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（le droit des gents

）
を
遵
守
す
る
よ
う
拘

束
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
［
即
ち
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］
に
協
約
（conventions

）
と
遺
言
も
依
拠
し
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か

し
、「
君
主
は
、
自
ら
の
布
告
（edicts

）
よ
り
も
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、

「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
不
正
（inique

）
で
あ
る
な
ら
ば
、
君
主
は
自
ら
の
王
国
内
で
布
告
に
よ
っ
て
そ
れ
［
即
ち
、
ユ
ー
ス
・

ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
］
か
ら
逸
脱
し
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
ら
の
臣
民
に
そ
の
使
用
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。

（
そ
の
際
、「
神
の
法
」（la Loy de D

ieu

）
に
反
す
る
法
が
不
正
な
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
法
に
反
す
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ

ウ
ム
が
不
正
で
あ
る
こ
と
に
な
る
）
（（（
（

。）

　

こ
の
論
理
の
中
で
は
、
一
見
す
る
な
ら
ば
、
神
法
、
布
告
及
び
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
三
つ
の
規
範
に
よ
り
（
そ
し
て
こ
の

順
で
上
位
か
ら
下
位
へ
）
構
成
さ
れ
る
階
層
秩
序
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
権
者
の
一
方
的
意
思
に
基
づ
く
法
律
の

下
位
に
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
、

ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
が
神
の
法
に
反
す
る
不
正
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
こ
の
よ
う
な
優
劣
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
中
の
或
る
規
範
が
神
法
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
場
合
に
も
主
権
者
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
法
律
が
優

先
的
に
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
も
、
当
該
規
範
が
神
法
に
合
致
す
る
か
否
か

の
判
断
権
者
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ボ
ダ
ン
は
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
国
家
論
』
第
一
篇
第
八
章
末
尾
の
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ

る
。

　
「
正
義
が
法
律
（loy

）
の
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
律
は
君
主
の
作
品
で
あ
り
、
君
主
は
神
の
似
姿
（im

age

）
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

理
性
の
同
様
の
帰
結
に
よ
り
、
君
主
の
法
律
は
神
の
法
（la Loy de D

ieu

）
の
模
範
に
従
っ
て
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
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の
で
あ
る
。」）

（（（
（

　

こ
の
一
文
で
は
、「
神
の
似
姿
」）

（（（
（

と
し
て
の
地
上
の
主
権
者）（（（
（

に
よ
り
定
立
さ
れ
る
法
律
は
、
神
法
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
前
提
（
乃
至
は
タ
テ
マ
エ
）
の
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ダ
ン
の
意
識
は
、
規
範
間
の
抵
触
よ
り
も
、
主
権
者
の
手
に
よ
る
法

律
が
予
定
調
和
的
に
神
法
に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
の
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
予
定
調
和
的

思
考
は
、（
前
節
㈡
で
論
じ
ら
れ
た
）
主
権
者
に
よ
る
立
法
や
条
約
と
神
法
が
積
極
的
に
抵
触
す
る
場
合
に
つ
い
て
論
じ
な
い
と
す
る

立
場
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
予
定
調
和
の
実
現
は
、（
前
章
第
一
節
㈡
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
）
正
義
・
誠

実
・
名
誉
と
い
っ
た
主
権
者
の
内
在
的
（
乃
至
は
、
内
心
の
）
拘
束
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
主
権

者
が
そ
れ
ら
の
内
在
的
拘
束
に
従
う
限
り
に
お
い
て
、
主
権
者
の
意
思
表
示
と
し
て
の
法
律
や
条
約
は
、
神
の
法
に
抵
触
す
る
こ
と

は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
一
方
で
は
、
神
（
の
法
）
と
主
権
者
（
の
法
）
の
間
で
の
矛
盾
や
抵
触
は
予
定
調
和
的
に
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で

は
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
に
含
ま
れ
る
特
定
の
規
範
が
神
法
に
抵
触
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
前
章
第
三
節
㈠
及
び
㈡
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
条
約
の
拘
束
力
を
巡
る
彼
の
論
理
は
、
主
権
者
の
信
義
・
誓
約
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、「
神
の
似
姿
」
と
し
て
の
君
主
は
信
義
・
誓
約
に
違
背
す
る
と
い
う
「
最
も
嫌
悪
す
べ
き
罪
」
を
犯
す
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
。（
だ
か
ら
こ
そ
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
者
に
よ
る
約
束
で
あ
る
法
律
や
条
約
が
神
法
及
び
自
然
法
に
積
極
的
に
抵
触
す
る
と
い
う
状

況
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。）
そ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
上
の
規
範
は
神
法
に
反
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ボ
ダ
ン
は
承
認
し
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
条
約
は
予
定
調
和
の
体
系
に
含
ま
れ
、
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
そ
う

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
主
権
者
の
約
束
と
し
て
の
条
約
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
は
相
異
な
る
範
疇
に
属
す
る



29

ジャン・ボダンの国家及び主権理論と「ユース・ゲンティウム」観念（二・完）

規
範
で
あ
り
、
後
者
は
主
権
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
規
範
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

結
論

　

以
上
、
本
稿
で
論
じ
ら
れ
た
事
柄
の
中
で
、
特
に
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
と
近
代
国
際
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
に
纏

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
ボ
ダ
ン
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
「
主
権
」
の
定
義
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
主
権
の
「
絶
対
性
」
は
（
こ
の
言
葉
が
本
来
的

に
有
す
る
よ
う
な
効
果
と
は
異
な
り
）
様
々
な
制
約
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
制
約
の
中
に
は
主
権
者
間
の
関
係
に
お
い
て

も
妥
当
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
主
権
者
間
の
関
係
を
規
律
す
る
法
が
存
在
す
る
余
地
が
論
理
的

に
は
発
生
す
る
。

　

第
二
に
、『
分
類
』
に
示
さ
れ
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
、
主
権
者
（
更
に
は
、
国
家
）
間
の
関
係
を
規
律
す
る
規
範
を

含
み
得
る
も
の
で
は
あ
る
。
ま
た
、『
方
法
』
及
び
『
国
家
論
』
に
お
け
る
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
も
同
様
で
あ
る
。
更
に
、

『
国
家
論
』
の
記
述
の
中
に
は
、
近
代
国
際
法
上
の
規
範
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
理
解
可
能
な
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
特
に
、

「
条
約
法
」
に
関
わ
り
得
る
記
述
は
多
い
。（
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
歴
史
上
の
多
様
な
事
例
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。）
但
し
、
以
上
の

事
柄
は
、
ボ
ダ
ン
が
抱
懐
し
た
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
が
近
代
国
際
法
に
直
結
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
最

も
確
実
な
こ
と
は
、
彼
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
観
念
は
主
権
者
（
更
に
は
、
国
家
）
間
の
関
係
の
み
を
規
律
す
る
規
範
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
と
近
代
国
際
法
理
論
と
の
関
連
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と

は
論
理
的
に
は
許
容
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
他
の
事
柄
に
は
、
そ
の
よ
う
な
関
連
性
の
存
在
に
つ
い
て
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否
定
的
結
論
を
導
き
出
す
要
素
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
ボ
ダ
ン

の
国
家
及
び
主
権
を
巡
る
理
論
や
観
念
と
近
代
国
際
法
（
学
）
の
中
核
的
原
理
と
看
做
さ
れ
て
き
た
「
国
家
主
権
」
観
念
と
の
間
に

存
在
す
る
乖
離
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
乖
離
は
次
の
三
点
に
お
い
て
発
現
す
る
。

　

第
一
に
、（
第
一
章
第
一
節
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
）「
主
権
者
」
と
「
国
家
」
の
観
念
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
が

抱
懐
し
た
と
思
わ
れ
る
国
家
像
は
、
主
権
者
と
臣
民
（
あ
る
い
は
、
統
治
者
と
被
治
者
）
と
い
う
二
者
間
の
関
係
で
は
な
く
、
被
治
者

の
中
に
封
建
的
諸
身
分
を
内
包
し
た
多
層
的
な
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
そ
れ
は
近
代
的
な
主
権
国
家
と

い
う
よ
り
も
封
建
的
国
家
か
ら
近
代
的
国
家
へ
の
過
渡
的
な
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
産
国
家
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
主
権

者
個
人
の
人
格
と
国
家
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い）（（（
（

。
ま
た
、（
第
二
章
第
三
節
㈠
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
条
約
が
国
王
の
交
代
に
よ
り

失
効
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
主
権
者
と
国
家
の
観
念
が
未
分
離
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
同
時
に
、（
国
家
が
条
約
を
締
結
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
）
抽
象
的
人
格
と
し
て
の
国
家
の
観
念
が
未
成
立
で
あ
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、（
第
一
章
第
二
節
㈡
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
）「
主
権
」
と
「
主
権
者
」
の
観
念
的
分
離
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ボ

ダ
ン
は
「
主
権
の
真
の
属
性
に
つ
い
て
」（『
国
家
論
』
第
一
篇
第
一
○
章
）
と
い
う
表
題
を
掲
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
事
柄
は
「
主
権
的
君
主
の
属
性
」
で
あ
る
こ
と
に
、
こ
の
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、「
主
権
者
の
主
権
」
と
「
国
家
主
権
」
と
い
う
観
念
的
分
離
も
成
立
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
が
記
述
し
て
い

る
「
国
際
法
的
規
範
」
の
内
容
は
、「
小
さ
な
［
王
国
の
］
国
王
と
地
上
の
最
大
の
君
主
」
の
間
の
「
主
権
者
の
平
等
」
で
あ
り
、

「
君
主
間
の
条
約
」
を
巡
る
諸
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
が
問
題
に
し
た
の
は
「
国
家
平
等
原
則
」
で
は
な
か
っ
た
。（
国
家

が
平
等
で
あ
る
と
い
う
認
識
よ
り
も
、
主
権
者
で
あ
る
こ
と
が
平
等
な
待
遇
を
享
受
す
る
資
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。）

ま
た
、
君
主
間
の
条
約
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
家
の
主
権
に
基
づ
く
国
家
の
行
為
と
し
て
の
条
約
締
結
で
は
な
く
、
主
権
的
君
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主
個
人
に
よ
る
契
約
的
な
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ボ
ダ
ン
は
信
義
や
誓
約
と
い
う
主
権
者
個

人
の
内
心
や
行
為
を
重
視
す
る
論
理
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
三
点
は
、
ボ
ダ
ン
が
論
じ
た
国
家
・
主
権
理
論
は
、「
国
家
内
の
（
君
主
の
）
主
権
」
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

て
、「
国
家
の
主
権
」
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う）（（（
（

。

　

ま
た
、（
第
三
章
第
二
節
㈢
で
確
認
さ
れ
た
）
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
が
内
包
す
る
神
（
の
法
）
と
主
権
者
（
の
法
律
）
と
の
予
定
調
和

的
関
係
は
、
彼
の
主
権
理
論
が
一
見
し
た
と
こ
ろ
近
代
的
装
い
を
纏
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
神
に
究
極
的
妥
当
根
拠
を
求
め
る
（
そ

の
意
味
に
お
い
て
、「
前
近
代
的
な
」）
秩
序
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。（
同
様
の
こ
と
は
『
国
家
論
』
に

お
い
て
神
が
頻
繁
に
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
）
（（（
（

。）

　

ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理
論
に
は
、
近
代
国
際
法
と
関
連
し
得
る
部
分
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
彼
が
『
国
家
論
』（
更
に
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
『
分
類
』
や
『
方
法
』）
に
お
い
て
論
じ
よ
う
と
し
た
事
柄
は
、
国
家
間
関
係
や
近
代
国
際
法
を
巡
る
諸
問
題
で
は
な

い
）
（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
我
々
が
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
ボ
ダ
ン
の
著
作
中
に
存
在
す
る
断
片
的
記
述
と
彼
の
本
来
の
意

図
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
要
素
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
要
素
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
現
在
の
国
際
法
学
の
視
点
か
ら
我
々
が
ボ
ダ
ン
の
国
家
・
主
権
理

論
を
評
価
す
る
場
合
に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
理
論
の
中
に
含
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
後
世
の
国
際
法
規

範
へ
と
つ
な
が
り
得
る
も
の
の
探
求
と
彼
の
理
論
そ
れ
自
体
の
評
価
で
あ
る
。
前
者
を
試
み
る
な
ら
ば
、
彼
の
理
論
は
現
在
の
国
際

法
理
論
と
の
（
若
干
の
）
関
連
性
を
有
す
る
と
論
証
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
後
者
で
は
そ
の
よ
う
な
関
連
性
は
存
在
し
な
い
と

の
結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
の
方
法
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
本
稿
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
事
柄
は
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
を
示
し
て
い
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る
。
即
ち
、
近
代
的
主
権
理
論
を
論
じ
た
と
さ
れ
る
ボ
ダ
ン
の
主
権
・
国
家
理
論
に
お
い
て
、
抽
象
的
法
人
格
と
し
て
の
国
家
は
構

想
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、「
国
家
が
主
権
を
有
す
る
」
と
い
う
観
念
も
見
出
さ
れ
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
主
権
国
家
間
の
関

係
を
規
律
す
る
法
規
範
と
し
て
の
国
際
法
」
と
い
う
近
代
的
国
際
法
観
念
は
ボ
ダ
ン
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
の

主
権
・
国
家
理
論
と
近
代
国
際
法
理
論
は
直
接
的
に
は
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

仮
に
、
ボ
ダ
ン
が
提
示
し
た
も
の
が
真
の
意
味
に
お
け
る
近
代
的
主
権
理
論
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
近
代
的
主
権
理
論
は
近

代
国
際
法
理
論
と
は
無
関
係
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
、
国
際
法
学
に
お
け
る
「
主
権
国
家
」
観
念
成
立
史

研
究
の
た
め
の
「
序
説
」
と
し
て
の
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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100
）　Ibid., I, viii, 124-125.

（
101
）　Ibid., I, x, 240.

（
102
）　Ibid., II, iii, 280.

（
103
）　Ibid., I, viii, 133.

（
104
）　Ibid.

（
105
）　E

.g., ibid., I, viii, 150.

（
106
）　E

.g., ibid., I, viii, 149 et 154.

尚
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
第
一
節
㈠
で
触
れ
ら
れ
る
。

（
107
）　Ibid., I, viii, 131.

（
108
）　

尚
、「
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」（
更
に
は
「
国
際
法
」）
と

も
関
連
し
そ
う
で
あ
り
、
実
際
に
、
英
訳
版
八
四
頁
（
但
し
、
こ
れ
は
頁
付
け
の
誤
り
で
、
正
し
く
は
九
〇
頁
で
あ
る
。）
で
は
、
“the 

law
es of God, of nature, and of nations

”と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
版
の
“lex om

nium
 gentium

 com
m

unis

” (D
e 

republica, I, viii, 84.)

と
い
う
表
現
に
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
正
確
な
訳
と
は
言
え
な
い
。
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（
109
）　D

e la R
épublique, I, viii, 137.

（
110
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
も
見
よ
。H

. Franklin, Jean Bodin and the R
ise of A

bsolutist T
heory (Cam

bridge, 
1973)

（
以
下
、
註
に
お
い
て
は
“Franklin, A

bsolutist T
heory

”と
す
る
。）, pp.71-72.

（
111
）　

“lex om
nium

 gentium
 com

m
unis, quae a naturae legibus ac divinis divisas habet rationes

” (D
e republica, I, viii, 

84.)

（
112
）　

但
し
、「
諸
々
の
理
性
」
と
訳
出
し
た
部
分
の
原
語
は
“rationes

”で
あ
り
、
こ
れ
は
「
諸
々
の
理
由
」
と
も
訳
出
さ
れ
得
る
。

（
113
）　
『
国
家
論
』
仏
語
版
に
お
い
て
も
、
ボ
ダ
ン
は
「
神
（
の
意
思
）」
と
「
理
性
」
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
自

然
的
自
由
」（liberté naturelle

）
に
つ
い
て
、「
神
を
除
き
、
生
き
て
い
る
人
間
に
従
属
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
命
令
以
外
を
引
き

受
け
な
い
と
い
う
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
は
言
わ
ば
、
常
に
神
の
意
思
に
合
致
す
る
理
性
の
自
由
」（D

e la R
épublique, I, iii, 19.

）
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

（
114
）　

と
こ
ろ
が
、
理
性
を
主
権
者
に
対
す
る
制
約
と
し
な
い
と
も
解
さ
れ
得
る
よ
う
な
記
述
も
存
在
す
る
。
即
ち
、「
主
権
者
の
法
律

（loix

）
が
正
し
く
鋭
敏
な
諸
々
の
理
由
（bonnes et vives raisons

）
に
基
礎
を
置
く
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
も

主
権
者
の
純
粋
で
自
由
な
意
思
に
し
か
依
存
し
な
い
」（Ibid., I, viii, 133.

）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
諸
々
の
理
由
」

と
訳
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
理
由
が
「
正
し
く
鋭
敏
」
で
あ
る
た
め
に
は
理
性
（la raison

）
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
と
、
主
権
者
の
意
思
は
理
性
に
制
約
さ
れ
な
い
と
解
す
る
余
地
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
115
）　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
「
ボ
ダ
ン
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
［
絶
対
的
権
威
に
対
す
る
］
制
約
は
幅
広
い
二
つ
の
範
疇
に
分
け
ら
れ
た
」
と
し
、

そ
の
一
つ
は
「
主
と
し
て
個
人
の
権
利
の
保
護
に
関
わ
る
」「
自
然
法
に
由
来
す
る
も
の
（derivations from

 the law
 of nature

）」

で
あ
り
、
他
は
「
王
冠
そ
れ
自
体
の
継
続
性
と
資
源
（resources
）
を
保
証
し
た
実
定
的
基
本
法
（positive fundam

ental law
s

）」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。（Franklin, A

bsolutist T
heory, p.70.

） 
こ
の
よ
う
に
大
ま
か
に
非
実
定
法
規
範
と
実
定
法
規
範
に
区
分
す
る

点
で
は
、
本
稿
で
示
さ
れ
て
い
る
見
解
は
同
様
で
あ
る
が
、
ボ
ダ
ン
の
理
論
に
お
け
る
「
神
」
の
重
要
性
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
非
実
定
法

規
範
を
「
自
然
法
に
由
来
す
る
も
の
」
と
概
括
す
る
こ
と
は
や
や
慎
重
さ
に
欠
け
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
116
）　D

e la R
épublique, I, viii, 156-157.

（
117
）　Ibid., I, viii, 152.



34

法学研究 85 巻 12 号（2012：12）

（
118
）　Ibid., I, viii, 153. 

し
か
も
、
君
主
は
自
ら
の
臣
民
と
の
協
約
に
つ
い
て
は
よ
り
強
く
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「
そ
れ
ら
［
の
協
約
］
は
市
民
法
（droit Civil

）
に
の
み
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
［
市
民
法
］
は
彼
の
絶
対
的
権
力
か
ら
逸
脱
で
き
な
い

か
ら
」
で
あ
る
。（Ibid.

）
つ
ま
り
、
ボ
ダ
ン
は
、
市
民
法
の
保
証
者
と
し
て
の
君
主
の
責
務
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
119
）　

し
か
も
、
契
約
の
拘
束
力
が
及
ぶ
の
は
主
権
的
君
主
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ボ
ダ
ン
は
「
神
も
御
自
身
の
約
束
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
」

と
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。Ibid.

（
120
）　Ibid., I, viii, 153.

（
121
）　Ibid., I, viii, 156.

（
122
）　
「
私
が
名
誉
と
い
う
と
き
、
私
は
そ
れ
を
自
然
法
（droit naturel

）
に
基
づ
い
て
誠
実
（honneste

）
で
あ
る
も
の
と
理
解
す

る
。」Ibid., I, viii, 151.

（
123
）　

“[O]m
nia autem

 om
nium

 regna, im
peria, tyrannides, R

espublicae, non alio quam
 rationis im

perio ac gentium
 

com
m

uni jure copulantur, ex quo sequitur, hunc m
undum

  veluti civitatem
 aliquam

 esse, et om
nes hom

ines eodem
 

jure quodam
m

odo confusos, quod intelligunt se esse consanguineos, et subjectos om
nes sub unam

 eandem
que 

rationis tutelam
, sed quia illud im

perium
 rationis cogit nem

inem
, revera non potest una ex om

nibus gentibus 
R

espubl. conflari, itaque principes aut m
utuis arm

is agunt, aut foederibus, aut bona venia a se m
utuo im

petrant, ut 
res legitim

e transactas et judicatas extra fines im
perii exequantur.

” Methodus, p.171.

（
124
）　

尚
、『
方
法
』
の
英
訳
版
で
は
、
“the com

m
on law

 of nations

”と
さ
れ
て
い
る
。M

ethod, p.168.

（
125
）　

勿
論
、「
国
家
平
等
原
則
」
と
「
条
約
法
」
の
み
が
『
国
家
論
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
「
国
際
法
的
規
範
」
な
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
海
洋
の
沿
岸
に
居
住
す
る
主
権
的
君
主
は
距
岸
三
〇
リ
ー
グ
（lieuës

）
ま
で
の
範
囲
で
課
税
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
箇

所
（D

e la R
épublique, I, viii, 246.

）
は
、（
課
税
権
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
領
海
制
度
と
は
異
な
る
制
度
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
）「
領
海
幅
員
」、
更
に
は
「
海
洋
法
」
に
関
連
す
る
議
論
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、「
使
節
の
保

障
」
に
つ
い
て
の
論
述
（Ibid., V

, vi, 832-834.

）
は
「
外
交
使
節
の
不
可
侵
」
と
関
係
す
る
も
の
と
も
言
え
る
。

（
126
）　

“[A]ussi un petit Roy est autant souverain, que le plus grand M
onarque de la terre.

” (Ibid., I, ii, 13.)

（
127
）　V

oy., Legohérel, op.cit., p.41. 

ま
た
、
佐
々
木
は
「
彼
［
ボ
ダ
ン
］
の
国
際
関
係
の
基
本
的
視
座
は
主
権
の
平
等
で
あ
る
」
と
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し
て
い
る
。
佐
々
木
、
前
掲
書
、
一
三
九
頁
。

（
128
）　D

e la R
épublique, I, viii, 155-156.

（
129
）　

ボ
ダ
ン
は
、「
僭
主
」
を
「
選
挙
で
も
な
く
、
継
承
権
で
も
な
く
、
抽
籤
で
も
な
く
、
正
戦
で
も
な
く
、
神
の
特
別
な
召
命

（vocation

）
も
な
く
、
自
ら
の
権
威
に
よ
っ
て
自
ら
を
主
権
的
君
主
と
す
る
者
」
と
し
て
い
る
。Ibid., II, v, 297-298.

（
130
）　Ibid., II, v, 300.

（
131
）　
『
国
家
論
』
に
お
け
る
「
干
渉
」
問
題
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Basdesvant, op.cit., pp.151-153.

ま
た
、
宗
教
を
理

由
と
す
る
干
渉
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Grew

e, a.a.O
., S.211-214.

（
132
）　D

e la R
épublique, I, viii, 152. V

oy., Legohérel, p.42.

（
133
）　
「
条
約
遵
守
義
務
」
に
関
し
て
は
、
次
の
箇
所
も
見
よ
。D

e la R
épublique, V

, vi, 781.

（
134
）　Ibid., V

, vi, 802.

佐
々
木
は
「
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
宣
誓
こ
そ
は
国
家
及
び
人
間
関
係
の
唯
一
の
基
礎
で
あ
り
、
全
て
の
宣
誓
の
担

保
者
で
あ
る
主
権
者
に
と
っ
て
も
宣
誓
の
遵
守
は
不
可
侵
の
原
理
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
佐
々
木
、
前
掲
書
、
一
四
〇
頁
。

（
135
）　E

.g., D
e la R

épublique, V
, vi, 802-804.

（
136
）　

ボ
ー
ド
リ
ア
ー
ル
は
、「
国
際
法
（le droit des gens

）
に
関
す
る
彼
［
ボ
ダ
ン
］
の
理
念
（idéal

）
は
、
国
内
に
お
い
て
宣
誓

さ
れ
、
署
名
さ
れ
た
約
束
と
同
様
に
、
条
約
の
中
に
信
義
（foi

）
が
存
在
し
な
い
時
代
に
対
す
る
批
判
」
で
あ
り
、「
ボ
ダ
ン
は
国
際
法

に
道
徳
を
導
入
し
て
い
る
」
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。Baudrillart, op.cit., p.461.

（
137
）　D

e la R
épublique, V

, vi, 804.

マ
ド
リ
ー
ド
条
約
と
同
様
に
諸
身
分
の
同
意
が
な
い
ま
ま
に
締
結
さ
れ
た
条
約
と
し
て
、
ジ
ャ
ン

（Jean

）
王
に
よ
り
仏
領
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
割
譲
が
約
束
さ
れ
た
カ
レ
ー
条
約
（le traicté de Calais

）（
締
結
年
月
日
不
記
載
）

が
別
の
箇
所
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。Ibid., I, ix, 179.

（
138
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Basdesvant, op.cit., pp.148-149.

（
139
）　D

e la R
épublique, I, viii, 131-132.

（
140
）　Ibid., V

I, iv, 959.

同
様
の
見
解
は
次
の
箇
所
で
も
見
ら
れ
る
。Ibid., V

, vi, 828; V
I, iv, 966-967.

（
141
）　

ス
ペ
イ
ン
国
王
と
ス
イ
ス
諸
カ
ン
ト
ン
の
間
で
の
条
約
を
例
に
採
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
見
出
さ
れ
る
。
一
五
八
七
年
五
月
に

フ
ェ
リ
ペ
二
世
と
ス
イ
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
カ
ン
ト
ン
と
の
間
で
同
盟
条
約
（J. D

u M
ont (éd.), Corps universel diplom

atique 
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du droit des gens, tom

e V
, partie i (A

m
sterdam

/La H
aye, 1728), pp.459-462.

）
が
締
結
さ
れ
る
が
、
そ
の
第
一
四
条
に
お
い

て
同
条
約
の
有
効
期
限
が
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
死
去
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
。
同
国
王
が
一
五
九
八
年
に
死
亡
す
る
と
、
同
条
約
は
一
六
○
四

年
四
月
に
フ
ェ
リ
ペ
三
世
に
よ
り
更
新
さ
れ
て
い
る
。（Ibid., partie ii, pp.38-39.

）

（
142
）　D

e la R
épublique, I, viii, 160.

（
143
）　Ibid., V

, vi, 828.

（
144
）　

以
下
の
文
献
も
同
趣
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。Basdesvant, op.cit., p.150: 

佐
々
木
、
前
掲
書
、
一
四
二
頁
。

（
145
）　D

e la R
épublique, I, vi, 77.

（
146
）　

こ
の
不
明
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
当
該
記
述
を
文
法
的
に
解
釈
す
る
こ
と
は
有
効
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
国
家

平
等
原
則
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
直
説
法
現
在
形
で
書
か
れ
て
い
る
（
前
註（
126
）を
見
よ
。）
が
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
そ
れ
が

事
実
の
叙
述
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
（
少
な
く
と
も
大
国
の
君
主
か
ら
す
れ
ば
）
事
実
に
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
147
）　

既
に
（
本
節
㈠
で
）
確
認
さ
れ
た
通
り
、
ボ
ダ
ン
は
、
自
然
法
の
適
用
に
関
し
て
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
、
ロ
ー
マ
教
皇
及
び
そ
の
他

の
主
権
者
の
間
で
の
平
等
を
論
ず
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
148
）　

ガ
ル
ド
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ボ
ダ
ン
が
主
張
す
る
「
主
権
者
の
平
等
」
が
政
治
的
主
張
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

「
ボ
ダ
ン
に
と
っ
て
、
主
権
は
絶
対
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
権
者
（
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
者
）
に
と
っ
て
自
ら
の
権
力
の
他
者
（
そ

れ
が
、
皇
帝
で
あ
ろ
う
と
、
教
皇
で
あ
ろ
う
と
）
の
権
力
へ
の
従
属
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
そ
う
な
の
で
あ
る
。

…
…［
中
略
］…
…
外
部
の
い
か
な
る
政
治
的
権
力
も
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
精
神
的
権
力
も
、
彼
［
即
ち
、
主
権
者
］
を
強
制
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」Gardot, op.cit., p.623.

（
149
）　

周
知
の
如
く
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
も
（
ボ
ダ
ン
と
ほ
ぼ
同
様
の
表
現
を
用
い
て
）「
国
家
平
等
原
則
」
を
定
式
化
し
て
い
る
。（
“Une 

petite république nʼest pas m
oins un État souverain que le plus puissant royaum

e.

” E. de. V
attel, Le droit des gens; 

ou, principes de la loi naturelle appliqués à la conduite et aux affaires des nations et des souverains (1758) (T
he 

Classics of International Law
 (W

ashington, D
.C., 1916)), Prélim

inaires, 

§19.

）
但
し
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
が
、
人
間
の
自
然
的
平

等
と
諸
国
家
が
自
然
状
態
の
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
の
論
理
的
展
開
の
中
で
、
諸
国
家
の
平
等
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

（
自
然
状
態
を
前
提
と
し
な
い
）
ボ
ダ
ン
の
主
権
者
の
平
等
と
は
内
実
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
も
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見
よ
。Basdevant, op.cit., p.153, n.7.

（
150
）　

尚
、
ボ
ダ
ン
は
「
事
実
」
と
し
て
の
歴
史
上
の
先
例
を
多
数
援
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
の
背
景
に
は
「
確
か
に
、
歴
史
の
中
に

普
遍
的
法
の
最
良
の
部
分
が
隠
れ
て
い
る
」（
“quidem

 in historia iuris universi pars optim
a latet

” (M
ethodus, Praefatio, 

p.xv.)
）
と
い
う
思
考
が
存
在
し
て
い
る
。

（
151
）　D

e la R
épublique, I, viii, 155.

但
し
、
後
註（
157
）を
見
よ
。
ま
た
、
川
出
は
、
こ
の
法
律
と
法
の
区
分
に
基
づ
い
て
、「［
ボ
ダ
ン

は
］
命
令
に
過
ぎ
な
い
『
法
律
』
が
正
義
の
諸
原
則
か
ら
乖
離
す
る
こ
と
を
認
め
」、「『
法
律
』
の
本
質
は
、
そ
れ
が
主
権
者
の
命
令
で

あ
る
と
い
う
形
式
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
実
質
的
規
範
と
し
て
の
『
法
』
と
一
致
し
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
は
あ
い
か
わ
ら
ず
法
律

で
あ
り
う
る
」
と
解
し
て
い
る
。（
川
出
、
前
掲
論
文
、
一
七
二
︱
一
七
三
頁
。）

（
152
）　D

e la R
épublique, III, v, 449.

（
153
）　E

.g., ibid., I, viii, 152.

（
154
）　E

.g., ibid., I, viii, 149 et 154; V
, v, 760. 

（
155
）　E

.g., 

“la loy de D
ieu et de nature

” (Ibid., I, viii, 129 et 152; III, vi, 471; III, vii, 483.); 

“une loy divine et naturelle

” 
(Ibid., I, viii, 152.); 

“la loy de D
ieu et naturelle

” (Ibid., V
, iii, 721.).

更
に
、
次
の
よ
う
な
表
現
も
見
ら
れ
る
。
“la Loy de 

D
ieu, ou de nature

” (Ibid., V
, iii, 723.)

（
156
）　

尚
、『
分
類
』
に
お
い
て 

「
成
文
法
」（jus scriptum

）
と
「
不
文
法
」（jus non scriptum

）
の
区
分
が
示
さ
れ
て
い
る

（D
istributio, p.72.

）
が
、
そ
の
際
に
そ
の
区
分
の
前
提
と
し
て
そ
れ
ら
が
「
人
定
法
」
に
限
定
さ
れ
る
旨
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い

点
は
、
ボ
ダ
ン
の
法
観
念
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
要
素
を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
ボ
ダ
ン
は
聖
書
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
も
「
成
文
法
」
の
中
に
位
置
付
け
て
お
り
、
そ
れ
は
神
の
重
視
と
い
う
ボ
ダ
ン
の
基
本
的
思
考
に
合
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。（
ボ
ダ
ン
に
よ
る
神
の
重
視
に
関
し
て
は
、
本
稿
「
結
論
」
に
お
い
て
再
度
触
れ
る
。）

（
157
）　

但
し
、「
神
法
及
び
自
然
法
」（droit divin et naturel

）
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
（D

e la R
épublique, I, viii, 152.

）、
あ
る

い
は
「
神
法
」（droit divin

）
と
「
自
然
法
」（droit naturel

）
が
併
記
さ
れ
る
場
合
（Ibid., V

, iii, 721.

）
も
あ
り
、
用
語
法
は
完

全
に
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
多
く
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
述
べ
た
事
柄
が
妥
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
、

（
本
稿
の
「
序
論
」
で
も
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
）
本
稿
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
言
葉
の
訳
語
は
厳
格
に
は
区
分
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
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が
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
に
は
適
宜
原
語
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
訳
語
が
「
法
」
で
あ
る
の
か
「
法
律
」
で
あ
る
の
か
が
示

さ
れ
て
い
る
。

（
158
）　

“Jus quid sit. 

︱ Jus est bonitatis et prudentiae divinae lux hom
inibus tributa, et ab iis ad utilitatem

 hum
anae 

societatis traducta.

” Distributio, p.72.
（
159
）　

“Lex quid. 

︱ Cum
 lex nihil aliud sit quam

 sum
m

ae potestatis jussum
 sive sanctio est enim

 sancire et sciscere, 
jubere.

” Ibid.

（
160
）　

“Id [jus] duplex est, N
aturale, et hum

anum
.

” Ibid.

（
161
）　

“Naturale, quod quia unicuique est a prim
ordio sui generis insitum

, idcirco sem
per aequum

 bonum
 est.

” Ibid.

（
162
）　

“Jus hum
anum

. 
︱ H

um
anum

 jus est, quod ab hom
inibus praeter naturam

 utiliter constitutum
 est.

” Ibid.

（
163
）　

“Divisio juris hum
ani. 

︱ Porro Jus hum
anum

 in jus gentium
 et Civile dividitur.

” Ibid., p.73.

（
164
）　

“Neque m
inus fallunt qui artem

 juris civilis se tradere profitentur, cum
 jus civile sit unius civitatis proprium

 : 
ars vero sit universorum

, non etiam
 singulorum

. Q
ua ratio fecit ut partitione juris civilis quasi unius individui 

om
issa, jus gentium

 seu com
m

une, ad eam
 quam

 quaerim
us artem

 revertarem
us.

” Ibid., p.72.

（
165
）　

“Jus Civile. 

︱  Jus Civile, quod unius aut alterius civitatis est proprium
, nec in arte cadit.

” Ibid., p.73.

（
166
）　

“Com
m

nia om
nium

 populorum
. 

︱ H
abent autem

 om
nes populi, aut certe quidem

 populorum
 bona pars, 

jus publicum
, jus privatum

, leges principum
, edicta m

agistratuum
, jura m

ajestatis, consuetudines quasdam
 et 

instituta, et ubi lex desit, aut ipsa consuetudo, aequitatem
.

” Ibid., pp.72-73.

（
167
）　

以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ダ
ン
が
市
民
法
（jus civile
）
を
法
の
一
般
理
論
か
ら
排
除
し
、
普
遍
的
な
も
の
の
み
を
考
察
し
よ
う
と
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ボ
ダ
ン
が
「
普
遍
主
義
的
方
法
」（universalist approach

）
を
採
っ
た
と
す
る
評
価
が
あ
る
。See, Franklin, 

Jean Bodin, pp.59-79.

（
168
）　D

e la R
épublique, I, viii, 150.

（
169
）　
「
行
政
官
」（m

agistrat

）
に
つ
い
て
の
ボ
ダ
ン
の
説
明
は
若
干
錯
綜
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
行
政
官
と
は
国
家
に
お
い
て
命
令
す

る
権
能
を
有
す
る
役
人
（offi

cier

）
で
あ
る
」（Ibid., III, iii, 392.

）
と
さ
れ
、
ま
た
「
主
権
者
に
次
ぐ
国
家
の
主
要
な
人
物
で
あ
る
」
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（Ibid., III, iv, 409.

）
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、「
よ
く
整
除
さ
れ
た
国
家
の
全
て
に
お
い
て
は
、
行
政
官
に
つ
い
て
三
つ
の
階
級

（degrés

）
が
存
在
す
る
」
と
し
て
、
そ
の
「
最
高
位
の
者
は
主
権
者
と
呼
ば
れ
得
る
」
の
で
あ
っ
て
、「
至
高
の
君
主
（la m

aiesté 
suprem

e

）
の
み
を
承
認
す
る
者
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。（Ibid., III, vi, 451.

）
つ
ま
り
、「
行
政
官
」
が
「
主
権
者
」
で
あ
る
場

合
も
認
め
ら
れ
、
更
に
、（
本
来
で
あ
れ
ば
最
高
の
地
位
に
置
か
れ
る
）
主
権
者
が
「
至
高
の
君
主
」（
こ
れ
は
神
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。）
に
従
属
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
170
）　M

. St. K
orow

icz, 

“Modern D
octrines of the Sovereignty of States

”, N
etherlands International Law

 R
eview

, 
vol.5 (1958), p.36.

（
171
）　

川
出
は
、「
神
の
直
接
的
制
裁
の
可
能
性
を
除
外
す
れ
ば
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
者
の
意
思
で
あ
る
法
律
が
神
法
・
自
然
法
に
違
反
す
る

場
合
の
救
済
の
手
段
と
可
能
性
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
守
る
」
と
し
て
い
る
。
川
出
、
前
掲
論
文
、
一
七
二
頁
。

（
172
）　D

e la R
épublique, I, viii, 149.

（
173
）　Ibid., V

, vi, 802.

（
174
）　

例
え
ば
、「
市
民
法
（la loy civile
）
の
み
な
ら
ず
、
神
法
（la loy divine

）
も
裁
判
（iugem

ent

）
に
お
い
て
憐
憫
（pitié

）

を
有
す
る
こ
と
を
［
裁
判
官
に
対
し
て
］
禁
ず
る
」（Ibid., IV

, vi, 622.

）、
あ
る
い
は
「
生
命
の
保
護
と
盗
賊
の
追
跡
は
神
法
、
自
然

法
及
び
人
定
法
（droit divin, naturel, et hum

ain

）
に
基
づ
く
」（Ibid., V

, v, 759-760.

）
と
い
っ
た
言
及
が
見
ら
れ
る
。

（
175
）　

本
節
に
お
い
て
、『
分
類
』
の
内
容
を
『
方
法
』
及
び
『
国
家
論
』
に
先
行
し
て
紹
介
す
る
の
は
、『
分
類
』
が
法
学
に
特
化
し
た
著

作
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
執
筆
時
期
も
理
由
と
な
っ
て
い
る
。『
分
類
』
の
公
刊
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説

が
存
在
す
る
が
、
最
も
早
い
も
の
で
も
一
五
七
六
年
で
あ
り
、『
方
法
』（
一
五
五
六
年
刊
）
及
び
『
国
家
論
』（
仏
語
版
は
一
五
七
六
年

刊
）
よ
り
も
遅
れ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
。（
前
註（
22
）を
見
よ
。）
し
か
し
、
そ
の
執
筆
時
期
は
、「
殆
ど
確
実
に
ボ
ダ
ン
の
学
究
期
乃
至

は
ツ
ー
ル
ー
ズ
時
代
に
属
す
る
」（Franklin, Jean Bodin, p.63.
）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
二
著
作
（
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、

『
国
家
論
』）
に
先
行
し
て
執
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。（
ボ
ダ
ン
が
ツ
ー
ル
ー
ズ
を
離
れ
た
の
は
、
一
五
六
○
年
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。）

（
176
）　

“Jus gentium
. 

︱ Jus gentium
 est quod om

nes populi, vel bona pars om
nium

 sum
m

a consensione probarunt [sic].

” 
D

istributio, p.73.
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（
177
）　

“Ejus duo sunt genera, A
ntecedens et Consequens.

” Ibid.

（
178
）　

“Publicum
. 

︱ Publicum
 est, quod publicam

 utilitatem
 consectatur, cujusm

odi sunt, Sacra tueri, Leges jubere, 
M

agistratus creare, Consilium
 de R

epub. capere, Bellum
 indicere ac finire, Poenas ac praem

ia irrogare, Legis 
actiones exequi.

” Ibid.
（
179
）　

“Privatum
. 

︱ Privatum
 est, quod a publico divisas habet rationes : idque pertinet ad M

unicipia, Collegia, et 
Fam

ilias, viri puta et uxoris, parentum
 ac liberorum

, dom
inorum

 ac servorum
, et singulos.

” Ibid.

（
180
）　

“Consequens. 

︱ Consequens jus aut sanctio dicitur, aut jus sine sanctione.

” Ibid.

（
181
）　

“Sanctio. 
︱ Sanctio seu jussum

 Principis aut sum
m

ae in R
epub. potestatis, lex appellatur : quae aut universalis 

est, jubens aliquid, vetans, aut perm
ittens : aut singularis, quae dividitur in Beneficium

 praeter legem
, et Privilegium

 
contra legem

. H
oc rursum

 aut reale, aut personale, aut m
istum

 est.

” Ibid.

（
182
）　

“Jus sine sanctione. 
︱ Jus sine sanctione sim

iliter duplex est, A
equitas et Consuetudo.

” Ibid.

（
183
）　

“Aequitas. 

︱ A
equitas jus est arbitrio statuentis perm

issum
, veluti Principis Leges em

endantis, et Legibus 
solventis, M

agistratus, quum
 Leges supplet, vel eas m

oderatur.

” Ibid.

（
184
）　

“Consuetudo. 

︱ Consuetudo jus est quod usu inveteravit : eaque vel U
niversalis, quam

 m
ajor pars civium

 
com

probavit, vel Singularis, quae est unius M
unicipii, Collegii, vel fam

iliae.

” Ibid.

（
185
）　

“[P]aterfam
ilias non m

odo bonorum
 quae a se quaesita sunt, sed etiam

 quae a servis, et servorum
 quoque jure 

gentium
 dom

inus sit.

” Methodus, p.211. 

（
186
）　

“[N]eque enim
 contra naturam

 est, aut contra jus gentium
, ut princeps in R

epublica rerum
 om

nium
 ac legum

 
dom

inus sit.

” Ibid., pp.210-211.

（
187
）　Ibid., p.221.

（
188
）　

こ
の
部
分
は
英
訳
版
で
は
、
近
親
婚
を 

“the com
m

on law
 of all races

”が
禁
じ
て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。（M

ethod, 
p.213.

）
こ
の
訳
語
は
「
普
遍
的
人
類
社
会
に
共
通
の
法
」
と
い
う
側
面
を
強
調
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
189
）　M

ethodus, pp.220-221.
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（
190
）　D

e la R
épublique, V

, vi, 802.
（
191
）　

尚
、
ラ
テ
ン
語
版
で
は
、「
自
然
に
よ
り
不
正
な
も
の
」（[q]uae autem
 iniusta sunt natura

）（D
e republica, V

, vi, 594.

）

と
さ
れ
て
お
り
、
“jus gentium

”へ
の
言
及
は
存
在
し
て
い
な
い
。

（
192
）　D

e la R
épublique, I, viii, 161.

（
193
）　Ibid., I, vii, 108.

（
194
）　Ibid., V

I, v, 1012.

（
195
）　Ibid., V

I, v, 990.

（
196
）　Ibid., V

I, v, 993.

（
197
）　Ibid., I, viii, 146.

（
198
）　

ブ
ッ
デ
ベ
ル
ク
は
、
ボ
ダ
ン
が
「
全
て
の
人
民
に
共
通
な
幾
つ
か
の
人
定
法
」
に
も
主
権
者
が
従
属
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
国
家
の
“puissance absolue

”及
び
“sum

m
a in cives ac subditos legibusque soluta potestas

”に
も
拘
ら
ず
、
一
つ

の
国
際
法
（ein V

ölkerrecht

）
が
原
則
的
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
が
一
つ
の
国
際
法
の
存
在
を
許
容
す
る
か
否

か
、
そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
と
い
う
後
の
論
争
の
全
体
が
無
用
な
も
の
と
な
っ
た
」
の
で
あ
り
、「［
主
権
者
は
］
神
の
法
律

（Gesetze

）
と
自
然
の
法
律
の
み
な
ら
ず
、
国
際
法
の
法
規
（die Gesetze des V

ölkerrechts

）
に
も
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

（Buddeberg, a.a.O
., S.215.

）
と
論
じ
て
い
る
。

（
199
）　
「
サ
リ
カ
法
典
」
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
次
の
文
献
を
見
よ
。
久
保
正
幡
（
訳
）『
サ
リ
カ
法
典
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
年
）。

同
法
典
中
で
王
位
継
承
と
最
も
深
く
関
わ
る
も
の
が
、「
遺
産
に
つ
い
て
」（D

e alodis

）
の
規
定
で
あ
る
。
特
に
、
同
規
定
の
第
五
項

で
は
、「
土
地
に
つ
い
て
は
た
だ
し
如
何
な
る
相
続
財
産
も
婦
女
に
帰
属
す
べ
か
ら
ず
し
て
、
男
性
、
兄
弟
た
る
者
に
す
べ
て
の
土
地
は

帰
属
す
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
こ
の
規
定
の
訳
語
は
、
久
保
に
よ
る
訳
（
同
前
、
一
五
九
頁
。）
に
従
っ
て
い
る
。）

（
200
）　D

e la R
épublique, I, viii, 137.

（
201
）　Ibid., I, ii, 18.

同
様
に
「
サ
ヴ
ォ
ア
家
で
サ
リ
カ
法
典
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」
と
の
言
及
も
あ
る
。Ibid., V

I, v, 1013.

（
202
）　Ibid., V

I, v, 1009-1013.

（
203
）　Ibid., V

I, v, 994-（（5.
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（
204
）　Ibid., I, vii, 120.

（
205
）　Ibid., I, viii, 161.

（
206
）　

ボ
ダ
ン
は
こ
の
「
神
の
法
」
に
反
す
る
も
の
と
し
て
「
奴
隷
権
」（le droit des esclaves

）
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
彼
は
奴
隷
制
度
に
関
し
て
長
い
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。Ibid., I, v, 50-67.

（
207
）　Ibid., I, viii, 161. 

（
208
）　

こ
の
君
主
を
「
神
の
似
姿
」
と
す
る
表
現
は
他
の
箇
所
に
も
登
場
す
る
。（E

.g., ibid., I, x, p.215.

）
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現

は
、「
近
代
的
な
国
家
理
論
の
全
て
の
的
確
な
観
念
は
世
俗
化
さ
れ
た
神
学
的
観
念
で
あ
る
」
と
し
、「
全
能
の
神
が
万
能
の
立
法
者
と
な

る
」
と
い
う
よ
う
な
、
言
わ
ば
、
国
家
に
お
け
る
主
権
者
が
宇
宙
の
秩
序
に
お
け
る
全
能
の
神
に
相
当
す
る
と
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
解
釈
（C. Schm

itt, Politische T
heologie: V

ier K
apitel zur Lehre von der Souveränität, 3. A

ufl. (Berlin, 1979), S.49.

（
同
書
第
二
版
（M

ünchen/Leipzig, 1934

）
の
邦
訳
書
と
し
て
、
Ｃ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
田
中
浩
・
原
田
武
雄
（
訳
））『
政
治
神
学
』

（
未
來
社
、
一
九
七
一
年
）
が
あ
る
。））
を
生
み
出
す
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
209
）　

こ
の
「
神
の
似
姿
」
と
い
う
表
現
は
君
主
に
の
み
な
ら
ず
、
家
父
に
つ
い
て
も
「
偉
大
な
る
主
権
者
た
る
神
の
（du grand D

ieu 
souverain

）
の
真
の
似
姿
」（D

e la R
épublique, I, vi, 29.

）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
も
、（
第
一
章
第
一
節
㈡
で
確
認
さ
れ

た
）
ボ
ダ
ン
の
国
家
理
論
に
お
け
る
「
家
」
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
210
）　

ま
た
、「
家
」
を
構
成
単
位
と
し
、
ま
た
ボ
ダ
ン
が
抱
懐
す
る
国
家
像
が
身
分
制
を
内
包
す
る
国
家
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
階
層

秩
序
に
よ
る
社
会
構
成
と
い
う
発
想
（
こ
れ
は
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
も
見
ら
れ
る
発
想
で
あ
る
。）
が
根
本
に
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
国
家
を
抽
象
的
な
人
格
と
し
て
把
握
し
て
（
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
員
と
の
法
人
格
的
な
連
続

性
を
切
断
し
て
）
国
家
対
国
家
の
関
係
を
構
想
す
る
と
い
う
考
え
は
ボ
ダ
ン
に
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
近
代
国
際
法
理
論
と
の
関
係
性
は

存
在
し
な
い
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
デ
ヴ
ァ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ボ
ダ
ン
に
も
抽
象

的
な
国
家
対
国
家
の
関
係
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
す
る
。「
ボ
ダ
ン
は
彼
の
理
論
（doctrine

）
の
不
都
合
さ
を
悟
っ
て
い
た
。
と
い

う
の
は
、
彼
は
、
既
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
時
的
に
［
そ
の
不
都
合
さ
を
］
緩
和
す
る
何
ら
か
の
手
段
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、

君
主
の
み
な
ら
ず
、
国
家
を
拘
束
す
る
と
い
う
条
約
の
近
代
的
概
念
を
漠
然
と
理
解
し
て
も
い
た
。
実
際
に
彼
は
、
単
に
国
王
と
国
王
の

同
盟
だ
け
で
な
く
、
王
国
と
王
国
の
同
盟
、
即
ち
、
諸
国
家
を
結
び
付
け
、
主
権
者
の
変
更
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
ら
を
結
び
付
け
続
け
る
同
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盟
、
の
可
能
性
を
言
明
し
て
い
る
。」Basdevant, op.cit., p.151.

（
211
）　

ブ
ッ
デ
ベ
ル
ク
は
、
ボ
ダ
ン
が
「
国
家
の
中
に
お
け
る
主
権
（Souveränität im

 Staate

）
と
国
家
の
主
権
（Souveränität des 

Staates

）
を
区
別
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Buddeberg, a.a.O

., S.215.

（
212
）　

バ
ー
テ
ル
ソ
ン
は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
に
つ
い
て
、「
構
造
全
体
の
頂
点
に
神
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
主
権
は
存
在
し
得
な
い
」

こ
と
を
指
摘
し
、「
神
的
・
調
和
的
秩
序
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。Bartelson, op.cit., p.142.

（
213
）　

例
え
ば
、『
国
家
論
』
第
一
篇
第
一
○
章
の
最
終
部
分
（D

e la R
épublique, I, x, 248-251.

）
を
見
よ
。
ま
た
、
こ
の
頻
繁
に
行

わ
れ
る
神
の
援
用
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
あ
っ
て
ボ
ダ
ン
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
政

治
（
学
）
的
意
義
が
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
214
）　

ブ
ッ
デ
ベ
ル
ク
は
ボ
ダ
ン
の
意
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ボ
ダ
ン
は
彼
の
著
作
に
お
い
て
後
の
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の

よ
う
に
何
ら
か
の
国
際
法
的
体
系
を
我
々
に
伝
達
し
た
の
で
は
な
く
、
最
も
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
方
法
で
歴
史
上
の
個
別
事
象
に
合
わ

せ
ら
れ
た
国
際
法
的
な
諸
々
の
手
掛
か
り
（A

nsatzpunkte

）
は
多
様
で
あ
る
。」Buddeberg, a.a.O

., S.218.

（
215
）　

尚
、
ボ
ダ
ン
の
記
述
そ
れ
自
体
が
包
含
し
て
い
る
重
要
な
要
素
（
例
え
ば
、
神
法
や
自
然
法
の
援
用
や
神
（
の
法
）
と
主
権
者
（
の

法
律
）
と
の
予
定
調
和
的
関
係
）
か
ら
導
出
可
能
な
国
際
法
理
論
の
探
究
（
い
わ
ば
「
過
ぎ
去
っ
た
未
来
」
の
現
在
の
視
点
で
の
構
成
）

と
い
う
論
理
展
開
の
方
法
も
存
在
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
現
実
に
存
在
す
る
（
あ
る
い
は
、
存
在
し
た
）
近
代
国
際
法
理
論
と
ボ
ダ
ン

の
理
論
と
の
関
係
の
考
察
が
主
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
方
法
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。


